
惟
お
も
ん
み
る
に
日
本
最
も
神
道
を
重
ん
ず
。
而
れ
ど
も
最
澄
・
空
海
則
ち
「
日
本

の
某
神
即
ち
某
仏
菩
薩
の
化
身
な
り
」1

と
謂
い
、
仏
を
神
に
推
し
、
復
た
神
を

仏
よ
り
援ひ

く
。
是こ
こ

に
於
い
て
日
本
の
神
の
仏
な
ら
ざ
る
は
無
し
。

釈
氏
務
め
て
俗
累
を
絶
つ
。
而
れ
ど
も
親
鸞
則
ち
謂
う
、「
必
ず
し
も
俗
を

離
れ
ず
、
必
ず
し
も
出
家
せ
ず
、
但た

だ
妻
子
を
蓄
た
く
わ
え
、
葷
酒
を
茹く
ら

わ
し
む
れ
ど
、

此
の
心
清
浄
な
れ
ば
即
ち
仏
徒
為た

り2

」
と
。
是こ
こ

に
於
い
て
日
本
の
民

半
ば
は

僧
為た

り
。

源
空
の
浄
土
は
専
ら
仏
号
を
宣
ぶ
る3

を
以
て
事
と
為
す
。
日
蓮
の
法
華
は
専

ら
『
法
華
経
』
の
題
目
を
唱
う
る
を
以
て
宗
と
為
す
。
皆
謂
う
、「
口
に
念
仏

せ
ば
即
ち
心
に
奉
仏
し
、
心
に
奉
仏
せ
ば
、
仏
必
ず
其
の
法
力
を
以
て
鑑
臨
し

て
之
を
護
庇
せ
ん
」
と
。
其
の
説
は
皆
卑ひ

邇じ

の
易
行4

な
る
が
故
に
信
従
愈い
よ

い
よ

衆お
お

し
。
是
に
於
い
て
日
本
の
国
は
化
し
て
仏
国
と
為
れ
り
。

王
侯
貴
戚
の
帰
仏
は
姑

し
ば
ら
く
論
ぜ
ず5

。
僧
人
に
し
て
官か
ん

銜が
ん

有
る
者
は
、
各お
の

お
の

其
の
法
に
法
の
っ
と
り
て
其
の
職
を
職
つ
か
さ
どる6

。
民
間
の
あ

羊よ
う

鳥
ち
ょ
う

鼠そ
7

の
徒
、
飽ほ
う

食
し
ょ
く

煖だ
ん

衣い
8

を
規
む
さ
ぼ
り
取
る
者
は
、
都
会
の
間
に
動
や
や
も
すれ
ば
万
を
以
て
数
う
。
蓋
し
中
世
已
降
、

度
牒
の
制
無
け
れ
ば
な
り9

。

【
割
注
】
度
牒
は
養
老
四
年
に
始
ま
る10

。
令
に
之
を
度
縁
と
謂
う11

。
其
の

廃
る
る
こ
と
何
時
よ
り
か
は
詳
ら
か
な
ら
ず12

。
今

京
師
東
福
寺
に
正
和

二
年
の
度
牒
有
り
、
駿
河
久
能
寺13

に
承
久
元
年
の
度
牒
有
り
。

是こ
こ

を
以
て
と
う

茸
じ
ょ
う
14の

民
は
、
三さ
ん

塗ず

に15

貪ど
ん

婪ら
ん

し
、
四
恩16

を
屑せ
つ

越え
つ

す
れ
ど
も
、
靦て
ん

然ぜ
ん

と
し
て
仏
氏
の
徒
と
称
す
る
者
は
往
往
に
し
て
之
有
り
。
所
謂
「
釈
氏
の
糟そ

う

糠こ
う

、

法
王
の
社し
ゃ

鼠そ

に
し
て
、
内
戒
の
容
れ
ざ
る
所
、
国
典
の
共
に
棄
つ
る
所17

」
な

闡 搨

椏 咄椏 咄

四天王寺国際仏教大学紀要　第44号（2007年 3月）

一
三

『
日
本
国
志
』
礼
俗
志
「
仏
教
」
訳
注
（
下
）

日
中
交
流
史
研
究
会

兼
子
　
恵
順
　
　
古
泉
　
圓
順
　
　
須
原
　
祥
二
　
　
田
島
　
智
子

戸
田
　
文
明
　
　
宮
本
　
正
章
　
　
桃
尾
　
幸
順
　
　
矢
羽
野
隆
男

（
平
成
18
年
12
月
6
日
受
理
　
最
終
原
稿
平
成
19
年
1
月
9
日
受
理
）

本
稿
は
「『
日
本
国
志
』
礼
俗
志
「
仏
教
」
訳
注
（
上
）」（『
四
天
王
寺
国

際
仏
教
大
学
紀
要
』
四
十
三
号
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
）
の
続
篇
で
あ
る
。

解
説
、
凡
例
、
各
執
筆
者
の
担
当
部
分
は
上
篇
を
ご
覽
い
た
だ
き
た
い
。

上
篇
は
、
割
注
「
大
連
物
部
尾
輿
〜
焼
毀
仏
寺
」
の
部
分
を
除
く
ほ
ぼ
全

文
が
、
多
少
の
表
記
に
異
同
が
有
る
も
の
の
、
村
瀬
之
煕
『

苑
日
渉
』

（
以
下
『

苑
』）
巻
一
「
五
民
」
か
ら
の
引
用
で
あ
っ
た
。
下
編
も
、「
外

史
氏
曰
」
以
下
の
評
論
部
分
を
除
い
た
本
論
に
お
い
て
、『

苑
』「
五
民
」

か
ら
の
引
用
が
半
分
以
上
を
占
め
る
。『

苑
』
か
ら
の
引
用
は
次
の
三
箇

所
で
あ
る
。

①
「
王
公
貴
戚
〜
多
帰
之
」（
一
三
頁
下
段
10
行
目
〜
一
四
頁
上
段
19
行
目
）

②
「
仏
寺
在
西
京
〜
【
割
注
】
続
文
献
通
考
」（
一
四
頁
上
段
20
行
目
〜

一
四
頁
下
段
6
行
目
）（
た
だ
し
徳
川
斉
昭
防
海
疏
に
拠
る
各
宗
派
の

寺
院
数
は
除
く
。
注
40
参
照
。）

③
「
山
伏
蓋
出
〜
地
最
多
」（
一
四
頁
下
段
22
行
目
〜
一
五
頁
上
段
21
行
目
）

上
記
『

苑
』
引
用
箇
所
に
お
け
る
『

苑
』
原
文
と
の
異
同
に
つ
い
て

は
、
該
当
箇
所
に
注
記
し
た
。

孰 科

孰 科

孰 科

孰 科

孰 科

孰 科
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り
。禅

家
の
支
流
に
虚こ

無む

僧そ
う
18な

る
者
有
り
。
普ふ

化け
19を

以
て
祖
と
為
す
。

【
割
注
】『
五ご

灯と
う

会え

元げ
ん

』20

に
曰
く
、「
鎮
州

21の
普
化
和
尚
は
何い
ず

許こ

の
人
か
知

ら
ず
。
盤
山

22に
師
事
し
て
真
訣
を
密
受
す
。
而
れ
ど
も
佯よ
う

狂
き
ょ
う
23し

て
言
を

出
す
に
度
無
し
。
盤
山
の
辞
世

24に
曁お
よ

び
て
乃
ち
北
地
に
於
い
て
化
を
行
ず
。

或
い
は
城
市
に
て
、
或
い
は
塚
間
に
て
一
鐸

25を
振
り
て
曰
く
、『
明
頭
に

来
た
れ
ば
明
頭
に
打
し
、
暗
頭
に
来
た
れ
ば
暗
頭
に
打
し
、
四
方
八
面
に

来
た
れ
ば
旋
風
打
し
、
虚
空
に
来
た
れ
ば
連
架
打
す

26』
と

27。
唐
の
咸
通
の

初
め
に
将
に
示
滅
せ
ん
と
す
。
乃
ち
市
に
入
り
て
人
に
謂
い
て
曰
く
、

『
我
に
一
個
の
直じ

き
と
つ
28を

乞
う
』
と
。
人
或
い
は
被ひ

襖お
う
29を

与
え
、
或
い
は
布ふ

裘
き
ゅ
う
30を

与
う
と
も
、
皆
受
け
ず

31。
臨
済32

人
を
し
て
一
棺
を
送
り
与
え
し
む

33。
便
ち
之
を
受
け
、
乃
ち
衆
に
辞
し
て34

自
ら
棺
を
さ
さ

げ
、
北
門
の
外
に
出

て
鐸
を
振
り
棺
に
入
り
て
逝
け
り
。
郡
人35

棺
を
掲ひ
ら

き
て
之
を
視
る
に
、
已

に
見
え
ず
。
惟36

だ
聞
こ
ゆ
る
の
み
、
空
中
の
鐸
声

漸
く
遠
ざ
か
る
を37

」

と
。

身
に
僧
衣
を
著つ

け
ず
、
頸く
び

に
袈
裟
及
び
方
便
嚢
を
挂か

け
、
深
き
檐
ひ
さ
し
の
藺
い
ぐ
さ
の
笠
を

戴
き
、
尺
八
の
笛
を
吹
き
、
市
門
に
登
り
化け

米ま
い

す
。
其
の
徒
頗
る
蕃ば
ん

な
り
。
関

西
に
て
は
京
師
の
妙
安
寺
に
隷

し
た
が
い38

、
関
東
に
て
は
江
戸
の
一
月
寺
に
隷
う39

。
然

る
に
誦
経
せ
ず
、
戒
行
せ
ず
、
翦
落
せ
ず
。
故
に
無
頼
の
徒
は
多
く
之
に
帰

す
。仏

寺
の
西
京
に
在
る
者
は
、
五
百
三
十
九
区
。
海
内
の
寺
宇
を
統
ぶ
れ
ば40

、

禅
宗
は
一
万
九
千
三
百
八
、
密
宗
は
一
万
一
千
一
百
、
一
遍
教
は
六
万
七
千
一

百
、
源
空
教
は
十
四
万
二
千
、
融
通
派
は
一
千
五
百
、
一
向
派
〔
の
内
〕、
本

願
寺
門
徒
は
四
万
五
千
、
東
本
願
寺
門
徒
は
八
万
八
千
三
百
九
十
四
、
専
修
の

門
徒
は
七
千
五
百
二
十
、
日
蓮
教
は
八
万
三
千
二
十
、
合
し
て
共
に
四
十
六
万

四
千
九
百
四
十
二
寺
。
仏
国
と
謂
う
べ
し
。

【
割
注
】
此
の
寺
の
数
、
万
延
元
年
、
徳
川
斉な

り

昭あ
き

、
上
た
て
ま
つる
所
の
『
防
海
疏
』

に
拠
る41

。
維
新
以
来
、
頗
る
減
損
有
り
。
考
う
る
に
、
北
魏
は
一
万
三
千

寺42

。
唐
の
武
宗43

即
位
し
て
、
浮
屠
の
法
を
廃
し
、
寺
を
毀こ
ぼ

つ
も
の
四
千
六

百
、
招
し
ょ
う

提だ
い

・
蘭ら
ん

若に
ゃ

は
四
万44

。
而
し
て
宋
の
景
徳
中
、
天
下
に
二
万
五
千

寺
、
元
祐
に
は
三
万
九
千
寺
と
、
孔
平
仲
の
『
談
苑
』
に
見
ゆ45

。
元
の
至

元
二
十
八
年
に
、
天
下
の
寺
宇
は
、
四
万
二
千
三
百
一
十
八
区
と46

、『
続

文
献
通
考
』
に
見
ゆ47

。
然
る
に
尚
お
日
本
の
十
分
の
一
に
も
及
ば
ざ
る
な

り
。

僧
徒
の
盛
時
は
、
上
は
公
侯
よ
り
、
下
は
庶
民
に
至
る
ま
で
、
寺
塔
を
建
て

ざ
れ
ば
、
人
数
に
列
せ
ず
。
堂
宇
の
崇た

か

き
こ
と
、
仏
像
の
大
な
る
こ
と
、
工
巧

の
妙
な
る
こ
と
、
荘
厳
の
奇
な
る
こ
と
、
鬼
斧
・
神
工
の
如
き
有
り
。
又

七

道
諸
国
に
令
し
て
寺
を
建
て
し
む
る
に
、
各お
の

お
の
其
の
国
の
正
税
を
用
う
。
是こ
こ

に
於
い
て
挙
国
の
費
え
は
、
十
分
に
し
て
五
。
一
寺
の
度
僧
は
、
歳
に
三
四
百

人
。
挙
国
の
民
は
、
禿と
く

首し
ゅ

其
の
半
ば
を
過
ぐ
。
多
く
家
に
妻
子
を
蓄
え
、
口

に
腥せ
い
せ
ん

を
啖く
ら

う
。
甚
だ
し
き
は
群
聚
し
て
盗
み
を
為
し
、
竊
か
に
銭
貨
を
鋳
し48

、

党
徒
も
て
相
攻
め
、
敢
て
関
白
の
第
を
劫か
す

め
と
り
、
太
政
大
臣
の
家
に
入
り
て

は
財
物
及
び
荘
園
を
掠か

す

め
、
且
つ
徒
党
を
率
い
て
山
陵
を
発あ
ば

き
、
宮
殿
に
入
り

て
神
輿
を
劫か
す

め
と
る
に
至
る
。
後
宇
多
帝
の
時49

、

を
毀こ
ぼ

ち
、
簾
を
截き

り
、
行

事
障
子
を
破
り
、
帝

乃
ち
腰
輿
に
御
し
て
、
内
大
臣
の
私
第
に
逃
げ
匿か

く

る
る

に
至
る
。
暴
乱
淫
縦
な
る
こ
と
、
天
下
に
未
だ
有
ら
ざ
る
所
な
り
。
維
新
の
後
、

仏
教

較や
や

衰
え
、
僧
徒
の
田
産
も
、
多
く
は
没
し
て
官
に
入
る
。
明
治
六
年50

下

令
し
て
、
僧
徒
に
均
し
く
、
肉
を
食
し
妻
を
娶
る
こ
と
を
許
す
。

山や
ま

伏ぶ
し
51は

蓋け
だ

し
真
言
家
に
出
づ
。
乃
ち
在
家
の
奉
仏
者
な
り
。
其
の
祖
は
役
え
ん
の

小お

角づ
ぬ
52、

大
和
葛
か
つ
ら

城ぎ

茆ぼ
う

原は
ら
53の

人
な
り
。
或
い
は
役
え
ん
の

行
ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

、
役え
ん

優の

婆う
ば

塞そ
く

と
称
す
。

【
割
注
】『
翻
訳
名
義
集
』54

に
曰
く
、「
優
婆
塞
と
は
、
肇55

曰
く
、
義
し
て
信

士
男
と
名
づ
く
」
と
。『
浄
名
疏
』56

に
曰
く
、「
此
れ
清
浄
士
と
云
い
、
ま

た
善
宿
男
と
云
う
、
家
に
在
居
す
る
と
雖
も
五
戒
を
持
し
、
男
女
同
宿
せ

ず
、
故
に
善
宿
と
云
う
」
と
。

闡韋 

檀 膈

檠 摯

襦 畷

日中交流史研究会

一
四
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壮
に
し
て
葛
か
つ
ら

城ぎ

山57

に
入
る
。
巌
穴
に
居
る
こ
と
三
十
年
、
蘿つ
た

を
結
び
て
衣
と

為
し
、
果
を
拾
ひ
て
食
と
為
し58

、
能
く
禁
呪
を
持
し
て
鬼
神
を
役
使
す
。
凡
そ

国
中
の
名
山
大
嶽
、
足
迹
す
る
こ
と
殆

ほ
と
ん
ど
遍
あ
ま
ね
し
。
外
従
五
位
下
韓
国
連
広
足59

、

嘗
て
之
に
師
事
す
。
後
に
其
の
能
を
害
そ
こ
な
わん
と
し
て
、
之
を
誣ぶ

奏そ
う

す
。
朝
み
か
ど
、
吏
を

遣
は
し
て
之
を
収
め
ん
と
す
。
小
角

空
に
騰の
ぼ

り
て
去
る
に
、
乃
ち
其
の
母
を

繋
ぐ
。
小
角
已や

む
を
得
ず
し
て
囚
に
就
き
、
伊
豆
の
嶋
に
配
さ
る
。

【
割
注
】『
続
日
本
紀
』
文
武
帝60

の
三
年
五
月
な
り
。

居
る
こ
と
三
歳
に
し
て
放
還
さ
れ61

、
後
に
母
を
奉
り
て
海
に
入
る
と
し
か
云

う
。【

割
注
】『
元
亨
釈
書
』
及
び
『
扶
桑
隠
逸
伝
』62

に
見
ゆ
。

今
諸
山
多
く
之
を
祠
る
に
、
金き
ん

峯ぷ

山せ
ん
63の

香
火
最
も
熾
さ
か
ん
な
り
。
其
の
教
を
奉
ず

る
者
は
山
伏
と
曰
い
、
或
い
は
修し

ゅ

験げ
ん

と
曰
う
。
寸
ば
か
り
の
小
冠
を
額
上
に
冠か
ぶ

り
、【

割
注
】
俗
に
之
を
斗と

巾き
ん
64と

謂
う
。

被
髪
に
て
戒
刀
を
跨
し
、
鐸
を
振
り
、
螺
を
鳴
ら
す
。
春
秋
ご
と
に
金
峰
山
に

入
り
修
法
し
、
持
戒
す
る
こ
と
極
め
て65

厳
な
り
。
其
の
法
は
真
言
を
本
と
す
れ

ど
も
、
其
の
説
は
猶
お
道
家
の
ご
と
し
。
小
説
に
謂
う
所
の
解
魔
法
師
の
類
な

る
の
み
。
其
の
官
は
全
く
僧
家
に
同
じ
く
、
皆
聖
護
・
三
宝
の
二
府66

に
隷
し
た
が
う
。

ま
た
一
つ
の
等

た
ぐ
い

有
り
。
肆
市67

に
在
り
て
、
路
に
臨
み
て
店
を
設
け
、
巫ふ

覡げ
き

・

卜ぼ
く

筮ぜ
い

・
風
鑑
・
相そ
う

形
ぎ
ょ
う

・
拆た
く

字じ

68の
術
を
挟
さ
し
は
さみ
、
禳
災
・
解
魔
を
以
て
銭
財
を
賺す
か

す
者
、
都
会
の
地
に
最
も
多
し69

。

外
史
氏70

曰
く
、
昔
　
韓か
ん

昌
し
ょ
う

黎れ
い
71〔

憲
宗
皇
帝
が
宮
中
に
〕
仏
骨
を
迎
え
し
を

諫
む
る
を
以
て
潮
州
に
貶へ

ん

せ
ら
る
。
其
の
時
、
関
の
東
西
に
は72

則
ち
丹た
ん

霞か

然ね
ん
73・

圭け
い

峯ほ
う

密み
つ
74有

り
、
河
北
に
は
則
ち
趙
じ
ょ
う

州
し
ゅ
う
し
ん
75・

臨り
ん

済ざ
い

玄げ
ん
76有

り
、
江こ
う

表
ひ
ょ
う
に
は77

則
ち

百
ひ
ゃ
く

丈
じ
ょ
う

海か
い
78・
い

山さ
ん

祐ゆ
う
79・

薬や
く

山さ
ん

儼げ
ん
80有

り
、
嶺れ
い

外が
い

に
は81

則
ち
霊れ
い

山さ
ん

巓て
ん
82有

り
。
そ
の
師

友
　
幾

ほ
と
ん

ど
天
下
に

あ
ま
ね

く
、
皆
超
世
の
才
・
絶
人
の
功
力
を
以
て
後
起
を
津
梁

し
、
以
て
菩ぼ

提だ
い

達だ
る

摩ま
83の

伝
に
合
う
。
公
（
韓
愈
）
の
仏
を
闢
し
り
ぞ
く
る
に
当
り
て
は
、

仏
を
為お

さ

む
る
こ
と
極
め
て
盛
ん
な
る
時
な
り
。
故
に
極
め
て
其
の
難
を
為
す
。

然
れ
ど
も
公
の
仏
を
闢
く
る
よ
り
、
人
人
に
公
が
仏
を
闢
く
る
の
説
の
胸
中
に

拠
る
有
り
。
所
謂
「
功
は
禹
の
下
に
在
ら
ざ
る
者
」
此
な
り84

。
是
の
説
や
、
余

之
を
陽
湖
の
う
ん

子し

居き
ょ

に
聞
く
と
云
う85

。

余
考
う
る
に
、
日
本
の
僧
、
其
の
倡と
な

え
て
宗
教
（
各
宗
派
の
教
え
）
を
為
す

者
は
尤
も
俊
傑
多
し
。
日
本

神
を
以
て
国
を
建
つ
れ
ば
、
神
を
排
し
て
法
を

説
く
は
勢
い
の
行
わ
れ
ざ
る
所
な
り
。
是こ
こ

に
於
い
て
最
澄
・
空
海

仏
を
神
に

推
し
、
神
を
仏
よ
り
援ひ

き
、
仏
を
以
て
体
と
為
し
、
神
を
以
て
用
と
為
し
、
体

用
　
一
源
に
帰
す
。
斯こ

の
説
一
た
び
行
わ
れ
て
神
仏
を
混こ
ん

糅
じ
ゅ
う
し
、
挙
国
の
神

仏
た
ら
ざ
る
は
無
し
。

「
食
色
は
性
な
り86

。」
人
の
性
を
払
う
も
亦ま

た
勢
い
の
行
わ
れ
難
き
所
な
り
。

是こ
こ

に
於
い
て
親
鸞
俗
を
離
れ
ず
家
を
出
で
ず
、
妻
子
を
蓄
た
く
わ
え
葷く
ん

酒し
ゅ

を
茹く

ら
い
、

謂
え
ら
く
「
煩ぼ
ん

悩の
う

な
る
者
は
骸
に
し
て
清
し
ょ
う

浄
じ
ょ
う
な
る
者
は
心
な
り87

。
仏
を
学
ぶ

は
心
に
在
り
、
迹
に
在
ら
ず
」
と
。
斯こ

の
説
一
た
び
行
わ
れ
て
道
俗
別
無
く
、

挙
国
の
民
僧
た
ら
ざ
る
は
無
し
。

夫そ

れ
源
空
の
浄
土
、
日
蓮
の
法
華
の
若ご
と

き
は
、
第た

だ
口
を
以
て
仏
号
を
唱
う

る
の
み
に
し
て
、
即
ち
仏
徒
と
為
す
。
愈い

よ

い
よ
卑
に
し
て
愈
い
よ
簡
、
愈
い
よ

浅
に
し
て
愈
い
よ
近
、
愈
い
よ
修
め
易
く
し
て
愈
い
よ
人
を
溺
れ
し
む
。
日
本

の
道
に
於
け
る
や
、
既
に
周
公88

・
孔
子89

の
倡と
な

え
て
之
を
前
に
明
か
に
す
る
こ

と
無
く
、
又

昌
黎
の
力つ
と

め
て
之
を
後
に
闢
し
り
ぞ
く
る
こ
と
無
し
。
彼
の
僧
徒
な
る

者
は
其
の
説
を
鼓
し
以
て
群
倫
を
煽
動
す
。
其
の
日
本
を
化
し
て
仏
国
と
為
す

も
亦ま

た
怪
し
む
に
足
る
無
し
。

宋
人90

の
仏
を
闢
し
り
ぞ
く
る
や
精
、
昌
し
ょ
う

黎れ
い

の
仏
を
闢
く
る
や
粗
。
然
れ
ど
も
僧
徒

宋
人
を
畏
れ
ず
し
て
昌
黎
を
恨
む
は
、
則
ち
昌
黎
の
「
其
の
廬
を
焚
き
其
の
書

を
火や

け
」91

と
の
説
行
わ
る
る
を
以
て
仏
教
自
お
の
ず
から
絶
ゆ
れ
ば
な
り
。
中
国
の
仏
を

説
く
や
精
、
日
本
の
仏
を
説
く
や
粗
。
然
れ
ど
も
中
国
の
仏
教
の

日
本
の
盛

ん
な
る
に
如
か
ざ
る
は
、
則
ち
親
鸞
の
「
俗
を
離
れ
ず
家
を
出
で
ず
」
の
説
行

慣 揮

偏 循

僞 湲

稔 諫
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わ
る
る
を
以
て
人
人
以
て
自
み
ず
か
ら
便
な
る
を
得
れ
ば
な
り
。

夫そ

れ
天
堂
地
獄
の
説
、
因
果
報
応
の
談
、
愚
夫
愚
婦
の
惑
い
易
き
所
、
天
下

に
愚
夫
婦
多
く
し
て
賢
士
大
夫
少
な
し
。
愚
夫
婦
の
敬
信
す
る
所
を
知
り
、
其

の
機
を
迎
え
て
之
を
導
き
、
其
の
情
に
順
い
て
之
を
誘
い
、
其
の
利
便
に
因
り

て
之
を
徇と
な

へ
、
而し
か

し
て
吾
が
説
自
お
の
ず
から
之
に
行
は
れ
ざ
る
は
無
し
。
数
僧
は
其

の
宗
指
同
じ
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
の
国
俗
に
因
り
人
情
に
順
い
以
て
教
え
を
施

す
は
、
則
ち
同
じ
か
ら
ざ
る
は
無
し
。
聡そ
う

穎え
い

桀け
つ

黠か
つ

の
士
と
謂
わ
ざ
る
べ
け
ん

や
。近

日
　
耶や

蘇そ

教
の
盛
ん
な
る

五
洲
に
あ
ま
ね
あ
ま
ね
し
。
其
の
所
謂
「
人
を
待

つ
こ
と
己
の
如
く
せ
よ
」92

は
、
吾
が
儒
の
道
に
於
い
て
彌い
よ

い
よ
理
に
近
く
し
て

彌
い
よ
真
を
乱
る
者
な
り
。
然
れ
ど
も
其
の
教
え
の
中
国
に
行
わ
れ
、
智
を
竭つ
く

し
力
を
尽
せ
ど
も
僅
か
に
能よ

く
愚
夫
婦
を
誘
う
の
み
に
し
て
士
大
夫
を
惑
わ
す

こ
と
能あ
た

わ
ず
。
蓋け
だ

し
其
の
教
え
は
祖
先
を
祀
り
神
祇
を
奉
ず
る
を
以
て
大
禁
と

為
す
も
、
中
国
の
聖
帝
明
王

四
千
余
年

世
世
相
伝
う
る
の
礼
あ
る
を
以
て
、

一
旦

己
を
廃
し
て
之
に
従
わ
ん
と
欲
す
る
は93

、
勢
い
の
固も
と

よ
り
万
万
能あ
た

わ
ざ

る
所
有
る
が
故
な
り
。
嗟あ

夫あ

彼
の
国
勢
の
強
き
、
教
徒
の
盛
ん
な
る
、
寺
宇

の
荘
厳
な
る
、
布
施
の
広
大
な
る94

を
以
て
、
其
の
財
力

以
て
至
ら
ざ
る
所
無

か
る
べ
し
。

わ
ず

か
に
此
の
祖
先
を
祀
り
神
祇
を
奉
ず
る
の
習
い
に
頼
り
て
互
相

に
し

柱
ち
ゅ
う
し
て
之
を
と
ど

め
て
行
は
れ
ざ
ら
し
む
る
を
得
た
り
。
謂
え
ら
く
厚
幸
に

非
ず
や
。
苟

い
や
し
く
も
彼
の
教
え
の
徒
を
し
て
最
澄
・
空
海
・
親
鸞
有
ら
し
め
ば
、

其
の
人
は
吾
が
俗
に
従
い
以
て
彼
の
教
え
を
行
い
、
吾

未
だ
其
の
底
止
す
る

所
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

仏
教

け
ん

教
き
ょ
う
95を

詆そ
し

り
て
魔
と
為
し
、

教
も
亦ま

た
仏
教
を
以
て
陋ろ
う

と
為
し
、

凡お
よ

そ
仏
教
の

偶
像
を
崇
め
神
通
を
逞
た
く
ま
し
く
す
る
よ
り
殺
を
戒
め
出
家
す
る
に

至
る
ま
で

道
と
相
扞か

ん

格か
く

し
相
水
火
せ
ざ
る
者
無
し
と
雖い
え

然ど

も
、
而し
か

れ
ど
も
今

の
印
度
の

道
を
信
ず
る
者
は
十
の
五
に
居
る96

。
是
れ
耶
蘇
の
一
教
竟つ
い

に
仏

の
国
に
居
り
て
仏
の
俗
を
変
じ
、
而
し
て
奪
い
て
之
を
有た
も

つ
こ
と
難
か
ら
ず
。

念お
も

い
此こ
こ

に
及
べ
ば
、
之
が
為
に
惴ぜ
ん

惴ぜ
ん

と
し
て
危
惧
す
る
を
禁
ぜ
ざ
る
な
り
。

注1

日
本
の
神
は
、
仏
・
菩
薩
（
本
地
）
が
衆
生
救
済
の
た
め
に
仮
の
姿
を
以
て
世
に

現
れ
た
も
の
（
垂
迹
）
と
す
る
本
地
垂
迹
説
を
い
う
。
例
え
ば
、
伊
勢
神
宮
の
本

地
は
大
日
如
来
、
熊
野
権
現
の
本
地
は
阿
弥
陀
如
来
と
す
る
。
奈
良
時
代
の
護
法

善
神
や
神
身
離
脱
な
ど
の
神
仏
混
淆
の
段
階
を
経
て
、
平
安
前
期
に
形
成
さ
れ
た
。

中
期
以
降
に
は
神
社
別
に
本
地
を
特
定
す
る
よ
う
に
な
り
、
伊
勢
・
熊
野
・
春

日
・
日
吉
・
北
野
・
祇
園
な
ど
主
要
神
社
の
本
地
が
定
め
ら
れ
、
本
地
仏
・
菩
薩

を
奉
る
本
地
堂
が
建
立
さ
れ
た
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
平
安
時
代
の
神
仏
習
合
説
を

承
け
て
密
教
に
基
づ
く
両
部
神
道
が
形
成
さ
れ
、
空
海
な
ど
の
所
説
と
し
て
理
論

書
が
述
作
さ
れ
た
が
、
一
方
、
伊
勢
外
宮
神
官
の
度
会
家
行
は
、
仏
教
の
理
論
を

援
用
し
て
独
自
の
神
道
理
論
を
形
成
し
、
神
仏
関
係
を
逆
転
さ
せ
た
反
本
地
垂
迹

説
（
神
本
仏
迹
説
）
を
唱
え
た
。
以
後
、
日
本
の
信
仰
史
の
展
開
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
が
、
明
治
初
期
の
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
衰
退
し
た
。

2

出
典
不
詳
。
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
化
身
土
巻
の
後
序
に
「
非
僧
非
俗
」
と
見
え

る
。
こ
れ
は
法
然
一
門
の
死
罪
・
流
罪
（
建
永
の
法
難
）
に
連
坐
し
て
強
制
的
に

還
俗
さ
せ
ら
れ
た
親
鸞
自
身
の
立
場
を
述
懐
し
た
も
の
で
、
俗
権
に
よ
る
専
修
念

仏
の
禁
圧
に
対
す
る
強
い
批
判
の
意
を
含
み
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
が
「
不

僧
不
俗
之
形
」
と
さ
れ
る
賀
古
の
沙
弥
教
信
の
行
業
を
範
と
し
て
い
た
と
見
ら
れ

る
こ
と
や
、
親
鸞
の
自
覚
的
な
結
婚
へ
の
決
断
・
肉
食
の
関
心
な
ど
と
併
せ
て
、

因
襲
的
な
僧
儀
へ
の
積
極
的
訣
別
の
意
志
を
表
示
し
た
も
の
と
す
る
解
釈(

家
永
三

郎)

も
あ
る
。『
日
本
国
志
』
の
文
は
、
こ
の
「
非
僧
非
俗
」
を
「
半
僧
半
俗
」
と
理

解
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
黄
遵
憲
自
身
の
見
聞
に
基
づ
く
解

釈
で
も
あ
ろ
う
か
。

3

「
仏
号
」
は
仏
の
名
号
・
尊
号
。
こ
こ
で
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
の
名
号

を
口
に
称
え
る
こ
と
で
称
名
念
仏
を
い
う
。

4

「
卑
邇
」
は
、
卑
近
、
あ
り
ふ
れ
た
。「
易
行
」
は
、
容
易
な
行
法
。
こ
こ
で
は
称

名
念
仏
と
唱
題
を
い
う
。

5

『

苑
』
に
は
「
王
公
貴
戚
」
の
上
に
「
今
者
」
の
二
字
有
り
。

孰 科

祓 天 祓 天 

祓 天 

祓 天 

怩 棯

嗜 擬

廣 菫

偏 循
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6

『

苑
』
に
は
「
僧
人
」
の
上
に
「
以
下
」
の
二
字
有
り
。

7

『

苑
』
に
は
「
民
間
」
の
上
に
「
唯
在
」
の
二
字
有
り
。「

羊
」
は
至
愚
の
人

の
喩
え
。
戒
は
破
ら
な
い
が
、
鈍
根
至
愚
で
勇
猛
精
進
の
力
の
な
い
僧
を
い
う
。

「
鳥
鼠
」
は
蝙
蝠
の
異
名
で
、
破
戒
の
僧
の
喩
え
。

8

『

苑
』
は
「
煖
衣
」
の
下
に
「
苟
安
」
の
二
字
有
り
。

9

度
牒
は
得
度
の
牒
（
簡
札
・
文
書
）
の
意
で
、
度
縁
と
も
い
う
。
出
家
得
度
の
証

と
し
て
、
官
府
よ
り
僧
尼
の
身
分
証
明
書
（
公
験
）
を
交
付
す
る
制
度
。
律
令
制

下
で
は
、
例
え
ば
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
二
月
、
僧
の
度
縁
に
は
太
政
官
、
尼
の

度
縁
に
は
所
司
の
印
、
受
戒
の
年
月
注
記
に
は
治
部
省
印
を
印
し
、
死
去
・
還
俗

の
者
は
速
や
か
に
度
縁
・
戒
牒
（
受
戒
の
証
明
書
）
を
治
部
省
に
返
納
す
べ
き
こ

と
を
令
し
て
い
る
。
ま
た
『
延
喜
式
』
第
二
十
一
玄
蕃
寮
の
条
に
も
「
凡
年
分
度

者
…
…
其
応
度
者
。
正
月
斎
会
畢
日
令
度
。
畢
治
部
省
先
責
手
実
。
申
官
与
民
部

共
勘
籍
。
即
造
度
縁
一
通
。
省
寮
僧
綱
共
署
。
向
太
政
官
請
印
。
即
授
其
身
。
其

別
勅
度
者
勘
籍
度
縁
亦
宜
准
此
。
但
沙
弥
尼
度
縁
者
用
省
印
」
と
見
え
る
が
、
鎌

倉
時
代
以
降
は
私
度
（
官
許
を
得
ず
に
得
度
し
て
僧
尼
に
な
る
こ
と
）
も
次
第
に

盛
ん
と
な
り
、
同
時
に
禅
僧
な
ど
宋
・
元
か
ら
の
来
朝
僧
も
多
く
な
っ
て
、
度
縁

交
付
の
制
は
弛
廃
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
文
詞
は
『

苑
』
に
依
拠
す
る
が
、

「
中
世
已
降
無
度
牒
之
制
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

10

『
続
日
本
紀
』
巻
第
八
、
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
正
月
四
日
条
に
「
始
授
僧
尼
公

験
」
と
見
え
、
ま
た
同
八
月
三
日
条
に
「
詔
。
治
部
省
奏
。
授
公
験
僧
尼
多
有
濫

吹
。
唯
成
学
業
者
一
十
五
人
。
宜
授
公
験
。
自
余
停
之
」
と
見
え
る
。

11

『
日
本
国
志
』
原
文
は
「
令
」
を
「
今
」
に
作
る
。『

苑
』
に
従
い
「
令
」
に
改

め
る
。

12

「
度
牒
が
廃
れ
た
」
と
あ
る
が
、
現
在
も
出
家
得
度
の
証
明
と
し
て
度
牒
は
用
い

ら
れ
、
ま
た
「
度
縁
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
訳
で
も
な
い
。

13

静
岡
市
根
古
屋
の
久
能
山
頂
に
あ
っ
た
寺
で
、
補
陀
落
山
と
号
し
た
。
推
古
天
皇

の
時
、
秦
河
勝
の
二
男
尊
良
の
子
久
能
が
古
杉
樹
よ
り
閻
浮
檀
金
の
千
手
観
音
像

を
得
て
一
堂
を
建
立
し
、
の
ち
聖
武
天
皇
の
時
、
行
基
が
楠
の
千
手
観
音
像
七
躯

を
造
顕
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
駿
河
国
藁
科
郡
に
生
ま
れ
た
円
爾
弁
円(

東
福
寺
開

山
、
聖
一
国
師)

は
、
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）、
久
能
山
の
尭
弁
の
室
に
入
っ
て
出

家
し
、
天
台
教
学
を
学
ん
だ
と
い
う
。
戦
国
時
代
の
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）、

武
田
信
玄
が
山
上
に
城
塞
を
築
く
に
当
た
り
、
寺
は
不
二
見
村
（
現
、
清
水
市
）

に
移
さ
れ
た
。
明
治
初
期
に
は
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
荒
廃
し
た
が
、
同
十
六
年
、
山

岡
鉄
舟
が
復
興
し
て
鉄
舟
寺
と
改
称
し
、
臨
済
宗
の
寺
と
な
っ
て
現
在
に
至
る
。

14

『
日
本
国
志
』
原
文
は
「

葺
」
に
作
る
。
今
『

苑
』
に
拠
り
「

茸
」
に
改

め
る
。

15

「
三
途
」
と
も
書
く
。
悪
業
を
な
し
た
者
が
死
後
に
趣
く
と
い
う
地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生
の
世
界
。
三
悪
趣
、
三
悪
道
。

16

衆
生
が
こ
の
世
で
受
け
る
四
種
の
恩
を
い
う
。『
正
法
念
処
経
』（『
大
正
蔵
経
』
七

二
一
、
一
七
巻
）
第
六
一
に
母
・
父
・
如
来
・
説
法
の
法
師
の
四
恩
、『
大
乗
本
生

心
地
観
経
』（『
大
正
蔵
経
』
一
五
九
、
三
巻
）
第
二
に
父
母
・
国
王
・
衆
生
・
三

宝
の
四
恩
を
説
く
。

17

「
釈
氏
」
以
下
の
文
は
、
唐
道
宣
（
五
九
六
〜
六
六
七
）
撰
『
広
弘
明
集
』（『
大

正
蔵
経
』
二
一
〇
三
、
五
二
巻
）
第
二
に
「
釈
氏
之
糟
糠
。
法
門
之
社
鼠
。
内
戒

所
不
容
。
王
典
所
宜
棄
矣
」
と
見
え
る
。「
糟
糠
」
は
貧
者
の
粗
末
な
食
物
の
意
で
、

僧
の
持
つ
べ
き
知
識
・
徳
行
が
著
し
く
欠
け
る
者
。「
法
王
」
は
仏
法
の
王
と
し
て

の
釈
尊
。「
社
鼠
」
は
神
殿
に
巣
く
う
鼠
の
意
で
、
仏
法
を
食
い
物
に
す
る
僧
尼
の

非
行
を
言
い
、
仏
教
の
教
団
内
部
に
巣
く
う
小
盗
的
悪
人
の
喩
え
。「
内
戒
」
は
仏

制
の
戒
（
戒
律
）、「
国
典
」
は
国
家
の
法
典
（
国
法
）
の
意
。

18

「
薦こ
も

（
菰
）
僧そ
う

」「
普
化
僧
」
と
も
い
い
、
唐
代
の
普
化
禅
師
を
開
祖
と
す
る
臨
済

宗
の
一
派
で
、
普
化
宗
の
僧
を
い
う
。
尺
八
を
吹
き
喜
捨
を
請
い
つ
つ
諸
国
を
行

脚
修
行
し
た
有
髪
の
僧
。
江
戸
時
代
、
罪
を
犯
し
た
武
士
が
普
化
宗
の
僧
と
な
れ

ば
、
刑
を
ま
ぬ
が
れ
保
護
さ
れ
た
。
多
く
小
袖
に
袈
裟
を
掛
け
、
深
編
笠
を
か
ぶ

り
刀
を
帯
し
た
。『

苑
』
に
「
こ
も
そ
う
」
と
振
り
仮
名
有
り
。

19

普
化
（
生
没
年
・
出
自
不
詳
）。
唐
代
末
期
の
禅
僧
で
、
普
化
宗
の
開
祖
。
街
市
に

鈴
を
振
っ
て
遊
行
し
、
衆
生
を
教
化
し
た
。『
宋
高
僧
伝
』
第
二
十
、『
景
徳
伝
灯

録
』
第
十
等
に
出
る
。

20

南
宋
大
川
普
済
の
撰
。
二
十
巻
。
禅
門
仏
祖
列
伝
の
集
大
成
の
書
で
、
過
去
七
仏

及
び
西
天
・
東
土
の
祖
師
以
下
、
青
原
行
思
下
十
六
世
、
南
岳
懐
譲
下
十
七
世
ま

で
の
禅
宗
五
家
の
伝
灯
法
系
を
録
す
る
。『
伝
灯
録
』『
広
灯
録
』『
続
灯
録
』『
聯

灯
会
要
』『
普
灯
録
』
の
五
灯
を
会
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。『
卍
続
蔵
経
』
第
二
編

乙
第
十
一
套
所
収
。 孰 科

闡 搨

孰 科

闡 搨

孰 科
孰 科

孰 科

椏 咄

孰 科 孰 科
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21

唐
代
の
州
名
。
河
北
省
正
定
県
。

22

盤
山
宝
積
禅
師
。
馬
祖
道
一
の
門
人
。

23

『
五
灯
会
元
』
所
収
普
化
伝(

以
下
『
五
灯
』)

は
「
矜
狂
」
に
作
る
。
本
書
及
び

『

苑
』
と
も
に
「
佯
狂
」
に
作
る
。『

苑
』
は
『
日
本
国
志
』
に
同
じ
。
い
つ

わ
っ
て
狂
気
を
よ
そ
お
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。

24

『
五
灯
』『

苑
』
は
「
順
世
」
に
作
る
。

25

内
部
に
舌
を
つ
る
し
た
扁
平
な
鐘
形
の
鈴
で
、
古
く
中
国
で
は
こ
れ
に
柄
を
つ
け

て
、
教
令
を
発
す
る
時
に
手
に
持
っ
て
鳴
ら
し
た
。
木
鐸
（
木
舌
の
鐸
）
は
文
事

に
、
金
鐸
（
金
舌
の
鐸
）
は
武
事
に
用
い
た
と
い
う
。

26

「
明
頭
」
以
下
は
無
為
自
然
な
る
普
化
自
身
の
悟
り
の
境
涯
を
述
べ
た
も
の
。「
明

頭
来
…
…
」
は
、
相
手
が
明
頭
（
差
別
）
で
来
れ
ば
明
頭
で
応
対
し
、
暗
頭
（
平

等
）
で
来
れ
ば
暗
頭
で
す
る
の
意
。「
四
方
八
面
…
…
」
は
、
相
手
が
様
々
な
境
涯

で
来
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
境
涯
に
も
つ
む
じ
風
の
よ
う
に
素
早
く
自
由
に
応
対
す

る
の
意
。「
虚
空
来
…
…
」
は
、
相
手
が
無
形
・
無
相
の
境
涯
で
来
れ
ば
、
続
け
ざ

ま
の
総
否
定(

有
無
相
対
を
超
越
し
た
境
地)
で
応
対
す
る
の
意
。
以
上
の
解
釈
は
秋

月
龍

編
『
禅
の
語
録
10

臨
済
録
』（
筑
摩
書
房
）
に
拠
っ
た
。

27

『
五
灯
』
に
は
「
架
打
」
の
下
に
「
一
日
臨
済
令
僧
捉
住
曰
總
不
恁
麼
来
時
如
何

…
…
済
曰
這
賊
。
師
曰
賊
賊
便
出
去
」
の
三
百
二
十
三
字
有
り
。『

苑
』
は
『
日

本
国
志
』
に
同
じ
。

28

「
直
綴
」
と
も
書
く
。
中
国
で
改
変
し
た
法
衣
の
一
。
元
々
別
で
あ
っ
た
偏
衫

（
上
衣
）
と
裙
子
（
下
袴
）
を
直
に
綴
じ
た
も
の
で
、
腰
部
か
ら
下
に
襞
が
あ
る
。

『
五
灯
』『

苑
』
は
「
一
箇
直

」
に
作
る
。

29

『
五
灯
』
は
「
披
襖
」
に
作
る
。『

苑
』
は
『
日
本
国
志
』
に
同
じ
。「
被
」
は
、

か
ぶ
る
・
は
お
る
。「
襖
」
は
、
上
着
・
わ
た
い
れ
。

30

布
の
裏
側
に
皮
を
付
け
た
衣
服
。
裘
は
獣
類
の
毛
皮
で
作
っ
た
服
。

31

『
五
灯
』
に
は
「
不
受
」
の
下
に
「
振
鐸
而
去
」
の
四
字
有
り
。『

苑
』
は
『
日

本
国
志
』
に
同
じ
。

32

臨
済
義
玄
（
？
〜
八
六
七
）。
唐
の
禅
僧
で
、
曹
州
（
山
東
省
）
南
華
の
人
。
諡
号

は
慧
照
禅
師
。
百
丈
懐
海
の
法
嗣
黄
檗
希
運
に
師
事
し
、
河
北
鎮
州
城
（
注
21
参

照
）
東
南
の
臨
済
院
に
住
し
て
禅
風
を
振
る
い
、
禅
法
の
一
系
を
大
成
し
た
。
そ

の
法
系
を
臨
済
宗
と
い
い
、
禅
宗
五
家
の
中
で
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
臨
済
の
法

語
を
弟
子
の
三
聖
慧
然
が
集
録
し
た
『
鎮
州
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
』（『
臨
済
録
』）

が
あ
る
。

33

『
五
灯
』
に
は
「
一
棺
」
の
下
に
「
師
笑
曰
。
臨
済
厮
児
饒
舌
」
の
九
字
有
り
。

『

苑
』
は
『
日
本
国
志
』
に
同
じ
。

34

『
五
灯
』
に
は
「
辞
衆
」
の
下
に
「
曰
。
普
化
明
日
去
東
門
死
也
…
…
稍
怠
第
四

日
」
の
六
十
四
字
有
り
。『

苑
』
は
『
日
本
国
志
』
に
同
じ
。

35

『
五
灯
』
に
は
「
郡
人
」
の
下
に
「
奔
走
出
城
」
の
四
字
有
り
。『

苑
』
は
『
日

本
国
志
』
に
同
じ
。

36

『
五
灯
』『

苑
』
は
「
唯
」
に
作
る
。

37

『
五
灯
』
に
は
「
漸
遠
」
の
下
に
「
莫
測
其
由
」
の
四
字
有
り
。『

苑
』
は
『
日

本
国
志
』
に
同
じ
。

38

我
が
国
普
化
宗
の
祖
、
心
地
覚
心
は
、
入
宋
の
後
、
帰
朝
し
て
紀
州
由
良
に
興
国

寺
を
建
て
、
普
化
庵
を
始
め
る
。
覚
心
の
宋
よ
り
帯
同
し
た
宋
人
、
居
士
宝
伏
は
、

宇
治
に
庵
室
を
結
ん
だ
。
宝
伏
と
共
に
、
尺
八
を
奏
し
て
諸
国
行
脚
し
た
金
先

（
宝
伏
の
弟
子
）
は
、
下
総
小
金
に
と
ど
ま
り
、
金
龍
山
一
月
寺
を
始
め
る
。
覚
心

の
徒
弟
寄
竹
了
円
は
、
宇
治
岡
本
村
に
吸
江
庵
を
始
め
、
そ
の
弟
子
天
外
明
普
は
、

山
城
白
川
に
虚
霊
山
明
暗
寺
（
妙
安
寺
）
を
建
て
て
、
門
弟
を
教
育
し
た
。

39

関
東
で
は
、
下
総
国
小
金
、
一
月
寺
。
慶
長
十
九
年
、
家
康
入
府
の
時
、「
掟
書
十

一
箇
条
」、「
虚
無
僧
御
条
目
二
十
ケ
条
」
を
制
定
し
、
特
権
を
与
え
た
。
関
東
の

中
心
は
、
小
金
一
月
寺
、
青
梅
鈴
法
寺
と
さ
だ
め
ら
れ
た
。「
江
戸
」
云
々
は
、
浅

草
広
小
路
に
虚
無
僧
寺
一
月
寺
役
所
が
あ
っ
た
（『
甲
子
夜
話
続
篇
』
第
三
十
七
）

そ
れ
を
指
す
も
の
か
。

40

『

苑
』
に
は
「
仏
寺
之
在
西
京
」
の
上
に
「
蓋
」
の
字
有
り
、「
西
京
」
を
「
京

師
」
に
作
る
。
ま
た
『

苑
』
は
、
日
本
の
寺
院
数
に
つ
い
て
、「
挙
天
下
寺
宇
、

未
知
其
幾
何
」
と
す
る
の
み
で
あ
る
が
、『
日
本
国
志
』
は
「
統
海
内
寺
宇
」
と
し

て
徳
川
斉
昭
「
防
海
疏
」
に
拠
る
各
宗
派
の
寺
院
数
を
列
挙
し
、
日
本
の
仏
教
国

た
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

41

徳
川
斉
昭
（
一
八
〇
〇
〜
一
八
六
〇
）。
幕
末
の
水
戸
藩
主
。
藩
主
治
紀
の
三
男
。

は
じ
め
紀
教
。
号
は
景
山
。
諡
号
烈
公
。
藩
主
斉
脩
の
継
嗣
を
め
ぐ
る
改
革
派
と

保
守
派
の
抗
争
を
経
て
、
藤
田
東
湖
ら
の
改
革
派
に
擁
立
さ
れ
藩
主
と
な
る
。
天

保
改
革
で
天
保
検
地
を
実
施
し
、
軍
制
改
革
な
ど
に
取
り
組
む
。
弘
化
元
年
（
一

孰 科

孰 科

孰 科

孰 科

孰 科

孰 科

孰 科

孰 科

孰 科

襦 畷

孰 科

孰 科

眠 琅

孰 科

孰 科

孰 科
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八
四
四
）、
改
革
へ
の
反
発
に
よ
り
、
幕
府
か
ら
引
退
・
謹
慎
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
ペ

リ
ー
来
航
後
幕
政
参
与
と
な
り
、
安
政
改
革
を
行
う
。
将
軍
継
嗣
問
題
で
は
一
橋

派
の
大
名
と
行
を
共
に
し
、
大
老
井
伊
直
弼
が
徳
川
慶
福
を
将
軍
継
嗣
に
決
定
す

る
と
、
江
戸
城
へ
の
不
時
登
城
を
行
い
、
再
度
謹
慎
処
分
を
受
け
、
水
戸
に
蟄
居

し
た
。
ま
た
、
後
期
水
戸
学
の
立
場
か
ら
、
神
儒
一
致
を
唱
え
、
藩
内
の
仏
教
寺

院
を
淘
汰
・
統
廃
合
し
た
。
天
保
の
軍
制
改
革
に
お
い
て
は
、
梵
鐘
な
ど
を
徴
発

し
、
大
砲
鋳
造
の
原
料
に
あ
て
た
。
斉
昭
の
「
防
海
疏
」
に
は
「
海
防
愚
存
」「
海

防
書
」「
水
府
老
公
海
防
策
十
ケ
条
」「
水
府
公
献
策
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち

「
海
防
愚
存
」
は
ペ
リ
ー
、
プ
ー
チ
ャ
ー
チ
ン
の
来
航
に
つ
い
て
、
嘉
永
六
年
将
軍

家
に
差
し
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
万
延
元
年
の
も
の
で
は
な
い
。
万
延
元

年
三
月
に
は
桜
田
門
外
の
変
、
同
年
八
月
に
斉
昭
は
死
亡
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の

上
書
を
万
延
元
年
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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「
考
北
魏
」
か
ら
「
見
続
文
献
通
考
」
ま
で
は
『

苑
』
の
引
用
。『
魏
書
』
巻
一

百
一
十
四
、「
釈
老
志
」
世
宗
（
四
二
四
〜
四
五
二
）
の
箇
所
に
次
の
よ
う
に
見
え

る
。「
篤
好
仏
理
、
毎
年
常
於
禁
中
、
親
講
経
論
、
広
集
名
僧
、
標
明
義
旨
。
…
至

延
昌
中
（
五
一
二
〜
五
一
五
）、
天
下
州
郡
僧
尼
寺
、
積
有
一
万
三
千
七
百
二
十
七

所
、
徒
侶
逾
衆
。」
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武
宗
（
八
一
四
〜
八
四
六
、
在
位
八
四
〇
〜
四
六
）
唐
の
第
十
五
代
皇
帝
。
道
術

を
貴
び
導
師
趙
帰
真
ら
を
重
用
し
、
八
四
五
年
秋
に
は
大
規
模
な
廃
仏
を
断
行
し

て
い
る
。
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『
旧
唐
書
』
巻
十
八
上
、「
本
紀
」
第
十
八
上
「
武
宗
紀
」
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

「
其
天
下
所
拆
寺
四
千
六
百
余
所
、
還
俗
僧
尼
二
十
六
万
五
百
人
、
収
充
両
税
戸
、

拆
招
提
・
蘭
若
四
万
余
所
、
収
膏
腴
上
田
数
千
万
頃
、
収
奴
婢
為
両
税
戸
十
五
万

人
。」
な
お
、
招
提
（
し
ょ
う
だ
い
、
梵
語caturdesa

四
方
の
意
）
は
、
寺
院
の
異

称
。
蘭
若
は
阿
蘭
若
（
あ
ら
ん
に
ゃ
、
梵
語aranya

。
寂
静
処
と
訳
す
）
の
略
で
修

行
す
る
に
適
し
た
土
地
、
転
じ
て
寺
の
異
称
。
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孔
平
仲
『
談
苑
』
巻
二
に
「
景
徳
中(

一
〇
〇
四
〜
一
〇
〇
七
）、
天
下
二
万
五
千
寺
、

今
三
万
九
千
寺
」
と
あ
る
。『
日
本
国
志
』
原
文
は
『

苑
』
に
倣
っ
て
「
今
」
を

「
元
祐
（
一
〇
八
六
〜
一
〇
九
四)

」
に
作
る
が
、『
宝
顔
叢
書
』
所
収
本
に
は
刊
記

が
な
く
、「
今
」
の
指
す
年
次
は
定
か
で
な
い
。
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『
元
史
』
巻
十
六
　
本
紀
第
十
六
、「
世
祖
紀
」
の
至
元
二
八
年
（
一
二
九
一
）
の

条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。「
宣
政
院
上
天
下
寺
宇
四
万
二
千
三
百
一
十
八
区
、

僧
・
尼
二
十
一
万
三
千
一
百
四
十
八
人
。」
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『
続
文
献
通
考
』
巻
十
三
「
戸
口
二
」。「
世
祖
時
天
下
戸
数
」
の
見
出
し
の
下
、

一
段
落
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。「
中
統
二
年
（
一
二
六
一
）
天
下
戸
数
一

百
四
十
一
万
八
千
四
百
九
十
九
。
至
元
十
二
年
（
一
二
七
五)

天
下
戸
、
四
百
七
十

六
万
四
千
七
十
七
、
二
十
八
年(

一
二
九
一
）、
戸
部
上
、
天
下
戸
数
…
僧
尼
二
十
一

万
三
千
一
百
四
十
八
人
。」『
日
本
国
志
』
の
記
す
寺
院
の
数
は
、『
続
文
献
通
考
』

に
は
見
え
な
い
。
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三
善
清
行
の
「
意
見
封
事
十
二
箇
条
」（
延
喜
十
四
年
四
月
二
十
八
日
）
の
前
書
き

部
分
に
、
財
政
窮
乏
の
一
因
と
し
て
仏
教
の
隆
盛
を
挙
げ
、「
既
而
欽
明
天
皇
之
代
、

仏
法
初
伝
二

本
朝
一

、
推
古
天
皇
以
後
、
此
教
盛
行
。
上
自
二

群
公
卿
士
一

、
下
至
二

諸

国
黎
民
一

、
無
レ

建
二

寺
塔
一

者
、
不
レ

列
二

人
数
一

。
故
傾
二

尽
資
産
一

、
興
二

造
浮
図
一

。

競
二

捨
田
園
一

、
以
為
二

仏
地
一

、
多
買
二

良
人
一

、
以
為
二

寺
奴
一

。
降
及
二

天
平
一

、
弥

以
尊
重
、
遂
傾
二

田
園
一

、
多
建
二

大
寺
一

。
其
堂
宇
之
崇
、
仏
像
之
大
、
工
功
之
妙
、

荘
厳
之
奇
、
有
レ

如
二

鬼
神
之
製
一

、
似
レ

非
二

人
力
之
為
一

。
又
令
三

七
道
諸
国
建
二

国

分
二
寺
一

。
造
作
之
費
、
各
用
二

其
国
正
税
一

。
於
レ

是
天
下
之
費
、
十
分
而
五
。」
と

論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
十
一
条
（
一
、
請
レ

禁
二

諸
国
僧
徒
濫
悪
及
宿
衛
舎
人
凶
暴
一

事
）
で
は
、「
右
臣
伏
見
二

去
延
喜
元
年
官
符
一

、
已
禁
下
権
貴
之
規
二

錮
山
川
一

、
勢

家
之
侵
養
田
地
上
。
芟
二

州
郡
之
枳
棘
一

、
除
二

兆
庶
之

一

。
吏
冶
易
レ

施
、
民
屈

得
レ

安
。
但
猶
凶
暴
邪
悪
者
、
悪
僧
与
二

宿
衛
一

也
。
伏
以
、
諸
寺
年
分
、
及
臨
時
得

度
者
、
一
年
之
内
、
或
及
二

二
三
百
人
一

也
。
就
レ

中
半
分
以
上
、
皆
是
邪
濫
之
輩
也
。

又
諸
国
百
姓
、
逃
二

課
役
一

逋
二

租
調
一

者
、
私
自
落
レ

髪
、
猥
着
二

法
服
一

、
如
レ

此
之

輩
、
積
レ

年
漸
多
。
天
下
人
民
、
三
分
之
二
、
皆
是
禿
首
者
也
。
此
皆
家
畜
二

妻
子
一

、

口
啖
二

腥

一

。
形
似
二

沙
門
一

、
心
如
二

屠
児
一

。
況
其
尤
甚
者
、
聚
為
二

群
盗
一

、
竊

鋳
二

銭
貨
一

。
不
レ

畏
二

天
刑
一

、
不
レ

顧
二

仏
律
一

。
若
国
司
依
レ

法
勘
糺
、
則
霧
合
雲

集
、
競
為
二

暴
逆
一

。
前
年
攻
二

囲
安
藝
守
藤
原
時
善
一

、
劫
二

略
紀
伊
守
橘
公
廉
一

者
、

皆
是
濫
悪
之
僧
、
為
二

其
魁
帥
一

也
。
縦
使
官
符
遅
発
、
朝
便
緩
行
者
、
時
善
・
公

廉
、
皆
為
二

魚
肉
一

也
。
若
無
二

禁
懲
之
制
一

、
恐
レ

乖
二

防
衛
之
方
一

。
伏
望
、
諸
僧
徒

有
二

凶
濫
一

者
、
登
時
追
捕
、
令
レ

返
二

進
度
縁
戒
牒
一

、
即
着
二

俗
服
一

、
返
二

附
本
役
一

。

又
私
度
沙
弥
、
為
二

其
凶
党
一

者
、
即
着
二

鉗

一

、
駆
二

役
其
身
一

。」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、『
日
本
国
志
』
の
種
本
の
一
つ
と
見
ら
れ
る
青
山
延
光
『
国
史
紀
事
本
末
』

釟 駄 

檀 膈

蟄 賊 
蟄 鶩 
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（
巻
之
二
十
六
）
も
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
『
本
朝
文
粋
』
よ
り
同
箇
所
を

引
用
し
て
い
る
。『
日
本
国
志
』
と
『
国
史
紀
事
本
末
』
の
関
係
は
、
王
宝
平
「
黄

遵
憲
『
日
本
国
志
』
源
流
考
―
『
国
史
紀
事
本
末
』
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（『
清
代
中
日
学
術
交
流
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。
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後
宇
多
天
皇
（
一
二
六
七
〜
一
三
二
四
）
鎌
倉
後
期
の
天
皇
。
父
は
亀
山
天
皇
。

母
は
京
極
院
。
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
年
即
位
す
る
が
、
父
亀
山
の
院
政
が

行
わ
れ
、
実
権
は
な
か
っ
た
。（
正
安
三
年
か
ら
徳
治
三
年
ま
で
（
一
三
〇
一
〜
〇

八
）、
文
保
二
年
か
ら
元
亨
元
年
ま
で
（
一
三
一
八
〜
二
一
）
の
間
、
二
度
に
わ
た

り
院
政
を
行
い
、
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
出
家
し
た
後
は
大
覚
寺
に
住
し
た
。

真
言
密
教
に
篤
く
帰
依
し
、
東
寺
の
興
隆
に
力
を
尽
く
し
た
。
二
十
一
年
政
務
を

後
醍
醐
に
譲
る
。『
日
本
国
志
』
の
「
後
宇
多
帝
〜
逃
げ
匿
る
」
ま
で
の
内
容
は
、

『
続
史
愚
抄
』
巻
六
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。「
後
宇
多
天
皇
中
之
下
（
弘
安
六
年

正
月
）。
〇
　
六
日
辛
酉
。
延
暦
寺
僧
徒
依
訴
奉
日
吉
神
輿
六
基
十
禅
師
。
八
王
子
。

客
人
祇
園
。
京
極
寺
。
赤
山
等
。
入
洛
。
横
入
万
里
小
路
皇
后
。
大
炊
御
門
。
高

倉
。
冷
泉
。
棄

一
基
于
南
殿
上
。
一
基
于
軒
廊
。
二
基
于
縫
殿
陣
内
。
一
基
于

左
衛
門
陣
外
。
剰
僧
徒
俗
人
壊
四
脚
門
。
濫
入
常
御
所
臺
盤
所
。
取
棄
服
御
已
下

物
。
切
破
妻
戸
障
子
簾
等
。
以
鉾
突
破
年
中
行
事
障
子
。
取
玄
象
。
但
教
頼
朝
臣

奪
取
云
。
狼
藉
古
来
未
曾
有
。
巳
刻
。
主
上
密
自
西
御
所
駕
御
腰
輿
行
幸
新
院
御

所
。
近
衛
殿
。」
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明
治
五
年
四
月
、
太
政
官
達
。
僧
侶
、
肉
食
妻
帯
蓄
髪
を
解
き
、
法
用
の
外
、
平

服
着
用
を
許
す
。
明
治
六
年
正
月
、
同
右
。
比
丘
尼
の
蓄
髪
、
肉
食
、
縁
付
、
帰

俗
を
勝
手
た
ら
し
む
。『
日
本
国
志
』
が
僧
徒
に
対
す
る
肉
食
娶
妻
の
下
令
を
明
治

六
年
と
す
る
の
と
は
、
一
年
の
齟
齬
が
あ
る
。
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以
下
、
修
験
道
に
関
す
る
記
事
。
山
伏
と
は
修
験
道
の
宗
教
的
指
導
者
の
こ
と
で
、

「
山
臥
」
と
も
書
く
。
修
験
道
は
、
日
本
古
来
の
山
岳
信
仰
に
仏
教
や
道
教
な
ど
が

習
合
し
て
成
立
し
た
宗
教
体
系
で
、
厳
し
い
山
岳
修
行
を
通
し
超
自
然
的
な
能
力

（
験
力
）
の
獲
得
を
目
標
と
す
る
。
開
祖
は
奈
良
時
代
の
山
岳
修
行
者
役
小
角
に
擬

せ
ら
れ
て
い
る
。
先
蹤
と
な
る
の
は
僧
侶
ら
の
山
林
修
行
で
、
法
華
経
や
密
教
の

信
仰
や
教
義
を
取
り
込
ん
で
独
自
の
教
義
や
儀
礼
を
作
り
上
げ
た
。
鎌
倉
時
代
ま

で
に
、
修
験
者
の
集
団
が
各
地
の
霊
山
ご
と
に
成
立
し
た
。
彼
ら
は
、
役
小
角
の

よ
う
に
出
家
し
な
い
ま
ま
全
国
の
名
山
を
遊
行
し
修
行
を
行
な
っ
た
。
畿
内
で
は
、

奈
良
県
の
大
峯
山
（
山
上
ヶ
岳
）
以
北
の
金
峯
山
（
吉
野
）
と
、
以
南
の
熊
野
、

お
よ
び
役
小
角
と
ゆ
か
り
の
深
い
葛
城
が
中
心
的
道
場
と
さ
れ
た
。
室
町
時
代
頃

ま
で
に
、
大
和
の
諸
寺
が
中
心
で
金
峯
山
を
拠
点
的
行
場
と
し
た
真
言
宗
系
の
当

山
派
と
、
熊
野
三
山
を
統
轄
す
る
天
台
宗
（
園
城
寺
）
系
の
本
山
派
が
形
成
さ
れ

た
（
注
57
・
66
参
照
）。『
日
本
国
志
』
の
拠
る
『

苑
』
の
記
述
は
、「
真
言
家
に

出
づ
」
な
ど
と
述
べ
て
熊
野
に
関
す
る
記
述
が
見
え
な
い
よ
う
に
、
前
者
に
力
点

が
置
か
れ
て
い
る
。
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以
下
、
役
小
角
の
伝
。
本
文
中
の
以
下
の
注
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
『
続
日
本
紀
』

『
元
亨
釈
書
』『
扶
桑
隠
逸
伝
』
の
該
当
記
事
（
い
ず
れ
も
『

苑
』
も
引
く
）
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
文
武
元
年
五
月
丁
丑
条

役
君
小
角
流
于
伊
豆
島
。
初
小
角
住
於
葛
木
山
。
以
咒
術
称
。
外
従
五
位
下
韓

国
連
広
足
師
焉
。
後
害
其
能
。
讒
以
妖
惑
。
故
配
遠
処
。
世
相
伝
云
。
小
角
能

役
使
鬼
神
。
汲
水
採
薪
。
若
不
用
命
。
即
以
咒
縛
之
。

『
元
亨
釈
書
』
巻
十
五
方
応
（
書
誌
は
上
篇
注
46
参
照
）

役
小
角
者
。
賀
茂
役
公
氏
。
今
之
高
賀
茂
者
也
。
和
州
葛
木
郡
茆
原
村
人
。
少

敏
悟
博
学
。
兼
郷
仏
乗
。
年
三
十
二
棄
家
入
葛
木
山
。
居
巌
窟
者
三
十
余
歳
。

藤
葛
為
衣
。
松
果
充
食
。
持
孔
雀
明
王
咒
。
駕
五
色
雲
。
優
遊
仙
府
。
駆
逐
鬼

神
。
以
為
使
令
。
日
域
霊
区
。
修
歴
殆

。
一
日
告
山
神
曰
。
自
葛
木
嶺
※
金

峯
山
。
其
間
危
嶮
。
雖
苦
行
者
猶
或
艱
。
汝
等
架
石
橋
通
行
路
。
衆
神
受
命
。

夜
夜
運

石
督
営
構
。
小
角
呵
神
曰
。
何
不
早
成
。
對
曰
。
葛
城
峰
一
言
主
神
。

其
形
甚
醜
。
難
昼
役
待
夜
出
。
以
故
遅
耳
。
小
角
促
一
言
主
。
一
言
主
不
肯
。

小
角
怒
咒
縛
繋
之
深
谷
。
一
言
主
託
宮
人
曰
。
我
是
管
逆
寇
之
神
也
。
窃
見
役

小
角
。
潜
窺
国
家
。
不
急
治
殆
乎
危
。
宮
人
以
聞
。
文
武
帝
下
勅
召
小
角
。
小

角
騰
空
飛
去
。
不
得
追
捕
。
官
吏
設
計
略
収
其
母
。
小
角
不
得
已
自
来
就
囚
。

便
配
豆
州
大
島
。
居
三
年
昼
守
禁
而
居
。
夜
必
登
富
士
山
行
道
。
踏
海
而
走
猶

行
陸
。
其
疾
飛
鳥
不
可
及
也
。
黎
明
帰
島
。
大
宝
元
年
放
廻
。
近
京
師
凌
虚
飛

去
。
小
角
嘗
在
摂
州
箕
面
山
。
山
有
瀧
。
小
角
夢
。
入
瀧
口
謁
龍
樹
大
士
。
覚

後
構
伽
藍
。
自
此
号
箕
面
寺
為
龍
樹
浄
刹
。
世
曰
。
小
角
自
坐
草
座
。
載
母
於

鉢
。
泛
海
入
唐
。

『
扶
桑
隠
逸
伝
』（
書
誌
は
注
62
参
照
）

屶嵒

偏循

孰 科

孰 科
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小
角
者
。
役
公
氏
。
和
州
葛
木
郡
茆
原
人
。
敏
悟
博
覧
。
兼
郷
仏
乗
。
壮
年
棄

家
入
葛
木
山
。
棲
止
巌
窟
三
十
余
歳
。
藤
葛
為
衣
。
松
果
為
食
。
又
持
密
咒
。

役
鬼
神
運
薪
水
。
朝
散
大
夫
韓
広
足
師
焉
。
後
害
其
能
。
讒
以
妖
惑
。
文
武
帝

下
勅
捕
小
角
。
小
角
騰
空
而
去
。
官
吏
収
其
母
。
小
角
不
得
已
。
自
来
就
囚
。

便
配
豆
州
大
島
。
居
三
歳
放
廻
。
果
小
角
厭
我
国
。
携
母
入
唐
。

文
辞
か
ら
も
、『

苑
』
が
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
に
多
く
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
が
、「
外
従
五
位
下
韓
国
広
足
」
や
「
凡
国
中
名
山
大
嶽
足
迹
殆
遍
」
等
の
記
述

に
つ
い
て
は
、
直
接
『
続
日
本
紀
』『
元
亨
釈
書
』
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い

（
後
者
は
『
元
亨
釈
書
』
の
趣
意
文
と
解
せ
る
）。
役
小
角
の
伝
は
、
修
験
の
各
派

や
文
学
作
品
で
多
く
著
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
様
々
な
物
語
が
架
上
さ
れ
た
が
、
平

安
時
代
以
前
に
成
立
し
た
も
の
と
し
て
は
、『
日
本
霊
異
記
』
を
は
じ
め
『
本
朝
神

仙
伝
』（
記
事
は
都
良
香
の
『
吉
野
山
記
』
に
依
拠
す
る
）『
三
宝
絵
詞
』『
金
峰
山

本
縁
起
』『
扶
桑
略
記
』『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
多
く
は
『
続
日

本
紀
』
と
『
日
本
霊
異
記
』
の
記
事
を
踏
襲
し
て
お
り
、
一
言
主
神
に
ま
つ
わ
る

話
（『
元
亨
釈
書
』）
は
『
日
本
霊
異
記
』
に
あ
る
。
な
お
『
続
日
本
紀
』
の
記
事

に
つ
い
て
、
役
小
角
を
讒
訴
し
た
人
物
は
韓
国
広
足
だ
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、

新
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
の
註
釈
は
、
韓
国
広
足
は
弟
子
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
讒
訴
し
た
人
物
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
新
た
な
解

釈
を
提
示
し
て
い
る
。『
日
本
霊
異
記
』『
本
朝
神
仙
伝
』『
金
峰
山
本
縁
起
』『
元

亨
釈
書
』
は
讒
訴
者
を
一ひ
と

言こ
と

主ぬ
し

神
と
し
て
い
る
が
、『
三
宝
絵
詞
』
は
本
文
で
両
方

を
記
し
、『
扶
桑
略
記
』
は
『
三
宝
絵
詞
』
を
援
用
し
な
が
ら
両
説
併
記
の
形
を

と
っ
て
い
る
。

53

現
在
の
奈
良
県
御
所
市
茅ち

原は
ら

。『
元
亨
釈
書
』（
国
史
大
系
本
）
は
「
ボ
ウ
ハ
ラ
」、

『
扶
桑
隠
逸
伝
』
と
『

苑
』
は
「
チ
ハ
ラ
」
と
の
ル
ビ
を
付
し
て
い
る
。「
茆
」

と
「
茅
」
は
通
用
す
る
が
、
本
来
「
茆
」
に
「
チ
」
の
音
は
な
い
。『
日
本
霊
異
記
』

以
下
の
諸
伝
の
多
く
は
「
茅
原
」
と
表
記
す
る
。『

苑
』
は
「
大

」
に
作
る
が
、

『
日
本
国
志
』
は
「
大
和
」
に
改
め
て
い
る
。

54

七
巻
。
南
宋
の
法
雲
撰
。
諸
本
に
載
る
梵
名
を
類
聚
し
、
注
釈
を
ほ
ど
こ
し
た
も

の
。
本
記
事
は
巻
一
の
七
衆
弟
子
篇
第
十
二
に
あ
る
「
優
婆
塞
・
優
婆
夷
」
か
ら

「
優
婆
夷
」
の
記
事
を
抄
出
。

55

後
秦
の
僧
肇
（
三
八
四
〜
四
一
四
？
）。『
維
摩
経
』
を
学
ん
で
老
荘
か
ら
仏
教
に

転
じ
、
鳩
摩
羅
什
に
師
事
し
て
訳
経
に
従
事
し
た
。『
注
維
摩
詰
経
』
巻
一
に
「
優

婆
塞
　
肇
曰
。
義
名
信
士
男
也
」
と
あ
り
、
本
文
は
こ
れ
に
よ
る
か
。
同
書
は
僧

肇
の
序
文
を
掲
げ
僧
肇
撰
と
す
る
が
、
鳩
摩
羅
什
や
僧
肇
以
外
の
羅
什
門
下
の
注

釈
も
載
せ
て
お
り
、
後
人
の
編
と
考
え
ら
れ
る
。

56

『
維
摩
経
』
の
注
釈
。『
浄
名
経
疏
』
と
も
い
う
。
道
液
の
『
浄
名
疏
』
に
は
「
優

婆
塞
　
肇
曰
。
義
名
信
士
。
又
曰
。
五
戒
為
近
事
男
。
八
戒
為
近
住
男
。」
と
あ
る

が
、
堪
然
の
『
維
摩
略
疏
』
に
は
「
優
婆
塞
優
婆
夷
　
此
云
清
信
士
清
信
女
。
亦

曰
善
宿
男
善
宿
女
。
雖
在
居
家
持
五
戒
。
男
女
不
同
宿
故
云
善
宿
。」
と
あ
り
、
こ

ち
ら
が
近
い
。

57

古
く
は
大
阪
府
・
奈
良
県
・
和
歌
山
県
と
の
境
を
な
す
金
剛
山
系
の
総
称
で
、
特

に
金
剛
山
以
北
の
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
狭
義
の
葛
城
山
は
、
主
峰
の
金
剛

山
（
一
一
二
五
メ
ー

ト
ル

）
を
指
し
た
が
、
金
剛
山
の
呼
称
が
も
っ
ぱ
ら
と
な
る
に
つ
れ

て
、
そ
の
北
に
あ
る
戎か
い

那な

山さ
ん

（
九
五
九
、
二
メ
ー

ト
ル

）
が
葛
城
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、
現
在
定
着
し
て
い
る
。
皇
室
の
守
護
神
で
あ
る
高
鴨
神
（
阿
遅
鋤
高
日
子

根
神
）
や
一ひ
と

言こ
と

主ぬ
し

神
な
ど
が
同
山
の
山
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
一
言

主
神
は
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
雄
略
天
皇
と
の
邂
逅
の
説
話
が
録
さ
れ

て
お
り
、
古
く
か
ら
威
力
を
も
つ
山
神
と
さ
れ
て
き
た
。
同
山
は
、
奈
良
時
代
か

ら
行
基
を
は
じ
め
僧
侶
の
山
林
修
行
の
場
だ
っ
た
が
、
後
に
役
小
角
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
修
験
道
の
聖
地
と
さ
れ
、
回
峰
の
順
路
に
し
た
が
い
山
系
の
南
西
端
か
ら

北
端
に
か
け
て
法
華
経
二
十
八
品
に
対
応
す
る
二
十
八
箇
所
の
経
塚
が
設
け
ら
れ

た
。
平
安
時
代
に
成
立
し
た
『
諸
山
縁
起
』
に
は
、
二
十
八
品
を
含
め
九
五
箇
所

の
行
場
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
二
十
八
品
に
も
と
づ
く
現
在
の
葛
城
二
十
八
宿

は
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
智
航
の
著
し
た
『
葛
嶺
雑
記
』
に
よ
る
。
金
剛

山
頂
の
金
剛
山
寺
（
転
法
輪
寺
）
は
、
鎌
倉
期
に
長
香
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
十
三

坊
を
擁
し
た
が
、
明
治
時
代
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
る
廃
寺
を
経
て
、
第
二
次
大
戦
後

に
再
興
さ
れ
た
。

58

『

苑
』
は
「
果
」
字
を
「
菓
」
に
、
後
文
「
迹
」
字
を
「
跡
」
に
作
る
。

59

『
続
日
本
紀
』
に
は
外
従
五
位
下
昇
叙
（
天
平
三
年
正
月
）
と
典
薬
頭
任
官
（
同

四
年
十
月
）
の
記
事
が
見
え
る
。『
藤
氏
家
伝
』
の
「
武
智
麻
呂
伝
」（
奈
良
時
代

後
半
成
立
）
は
、
藤
原
四
子
の
黄
金
時
代
の
す
ぐ
れ
た
政
治
家
、
学
者
、
文
化
人

を
列
挙
し
た
箇
所
で
、「
呪
禁
、
有
余
仁
軍
・
韓
国
連
広
足
等
。」
と
記
す
。
ま
た

孰 科

禾 鑰

孰 科

孰 科

孰 科
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『
令
集
解
』
僧
尼
令
卜
相
吉
凶
条
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
古
記
』（
天
平
期
成
立
）

に
は
、「
持
呪
、
謂
経
之
呪
也
。
道
術
符
禁
。
謂
道
士
之
法
也
。
今
辛
国
連
（
＝
韓

国
連
）
行
是
。」
と
も
あ
る
。
呪
禁
は
薬
草
等
に
よ
る
医
療
行
為
も
含
む
の
で
、
前

記
の
任
官
記
事
と
も
符
合
す
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
も
奈
良
時
代
当
時
か
ら
、

仏
教
・
道
教
系
呪
術
の
方
面
で
、
広
足
の
名
声
の
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

な
お
『
続
日
本
紀
』
や
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
よ
れ
ば
、
韓
国
連
は
、
物
部
氏
の
一

族
が
朝
鮮
半
島
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
に
因
ん
で
賜
姓
さ
れ
成
立
し
た
氏
族
で
、『
新

撰
姓
氏
録
』
で
も
「
諸
蕃
」（
渡
来
系
）
で
は
な
く
物
部
氏
と
同
じ
「
神
別
」
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。

60

『

苑
』
の
「
天
皇
」
を
『
日
本
国
志
』
は
全
て
「
帝
」
に
改
め
る
。

61

『

苑
』
に
は
「
居
」
字
の
下
に
「
之
」
字
有
り
。

62

三
巻
。
日
蓮
宗
僧
の
元
政
（
日
政
）
撰
。
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
年
）
序
。
奈
良

時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
隠
者
七
十
余
人
に
つ
い
て
、
そ
の
行
状
を
簡
単
に
記

す
。
同
時
代
の
役
行
者
伝
と
く
ら
べ
仏
教
色
の
希
薄
な
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

63

奈
良
県
吉
野
町
の
吉
野
山
か
ら
南
の
山
上
ヶ
岳
（
一
七
一
九
メ
ー

ト
ル

、
別
名
大
峯
山
）

に
連
な
る
山
々
の
総
称
。
古
く
か
ら
山
岳
信
仰
の
聖
地
で
、
奈
良
時
代
か
ら
僧
侶

の
山
林
修
行
の
記
事
が
見
え
る
（『
日
本
霊
異
記
』）。
九
世
紀
後
半
に
真
言
僧
の
聖

宝
に
よ
る
整
備
を
経
て
、
山
上
ヶ
岳
以
南
の
熊
野
と
並
び
、
修
験
道
の
根
本
道
場

と
し
て
繁
栄
し
た
。
役
小
角
が
感
得
し
た
と
さ
れ
る
蔵
王
権
現
（
金
剛
蔵
王
権
現
）

を
祭
る
。
十
世
紀
初
頭
の
宇
多
法
皇
の
行
幸
か
ら
は
じ
ま
り
、
貴
族
達
の
間
で
も

金
峰
山
参
詣
が
流
行
し
た
。
山
上
ヶ
岳
山
頂
の
経
塚
か
ら
は
、
藤
原
道
長
が
埋
納

し
た
経
筒
が
発
見
さ
れ
、
現
在
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

蔵
王
権
現
（
金
剛
蔵
王
権
現
）
は
、
在
来
の
山
の
神
に
、
執
金
剛
神
な
ど
の
仏
教

の
護
法
神
や
金
剛
杵
の
法
力
な
ど
が
習
合
し
て
平
安
中
期
ま
で
に
成
立
し
た
神
格

で
あ
り
、
忿
怒
相
の
明
王
形
の
姿
を
と
る
。
熊
野
修
験
の
全
国
へ
の
広
が
り
と
と

も
に
、
そ
の
守
護
神
と
し
て
各
地
の
霊
山
で
も
祭
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

64

一
般
に
「
頭
襟
」「
頭
巾
」
ま
た
は
「
兜
巾
」
と
表
記
す
る
。

65

『

苑
』
は
「
極
」
字
を
「
太
」
字
に
作
る
。

66

聖
護
院
は
現
在
の
京
都
府
左
京
区
に
所
在
す
る
。
園
城
寺
僧
の
増
誉
は
、
寛
治
四

年
（
一
〇
九
〇
）
の
白
河
上
皇
の
熊
野
行
幸
の
際
に
先せ
ん

達だ
つ

（
先
導
役
）
を
つ
と
め
、

上
皇
か
ら
熊
野
三
山
（
本
宮
・
新
宮
・
那
智
）
の
検
校
に
補
さ
れ
が
、
そ
の
際
に

「
聖
体
護
持
」
の
寺
と
し
て
同
寺
を
賜
っ
た
と
い
う
。
天
台
宗
の
園
城
寺
と
熊
野
修

験
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
聖
護
院
の
門
跡
が
次
第
に
熊
野
三
山
検
校
を
相
承
す
る

よ
う
に
な
っ
た
（
本
山
派
）。

一
方
、
三
宝
院
は
現
在
の
京
都
市
伏
見
区
に
所
在
す
る
醍
醐
寺
の
子
院
で
あ
る
。

聖
宝
（
注
63
参
照
）
の
創
建
し
た
真
言
宗
の
醍
醐
寺
は
、
醍
醐
天
皇
の
御
願
寺
と

し
て
発
展
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
白
河
上
皇
の
帰
依
を
受
け
た
勝
覚
の
開
い
た
灌

頂
院
が
後
に
三
宝
院
と
改
称
し
、
歴
代
の
院
主
が
醍
醐
寺
座
主
を
務
め
た
よ
う
に
、

同
寺
の
中
核
を
な
し
た
。
大
和
の
有
力
寺
院
に
属
す
る
修
験
者
達
は
、
鎌
倉
〜
室

町
期
に
金
峰
山
を
中
心
的
行
場
と
す
る
「
当
山
正
大
先
達
衆
」
を
形
成
し
て
い
た

が
、
本
山
派
の
隆
盛
に
対
抗
す
る
た
め
、
聖
宝
ゆ
か
り
の
醍
醐
寺
を
本
山
に
頂
く

よ
う
に
な
っ
た
（
当
山
派
）。

後
に
江
戸
幕
府
は
、
彼
ら
を
三
宝
院
門
跡
に
統
括
さ
せ
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一

三
）
に
修
験
道
法
度
を
制
定
し
、
本
山
派
が
当
山
派
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
各
地

の
行
場
へ
の
入
山
料
の
徴
収
を
禁
ず
る
な
ど
し
て
両
派
を
同
等
に
扱
い
、
競
合
さ

せ
る
形
で
統
制
を
加
え
た
。
な
お
、
日
光
輪
王
寺
門
跡
に
羽
黒
山
や
彦
山
が
属
し

て
い
た
よ
う
に
、
両
派
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
道
場
も
存
在
し
て
い
た
。

67

『

苑
』
は
「
肆
市
」
を
「
市
肆
」
に
作
る
。

68

「
巫
覡
」
と
は
神
と
交
信
し
て
お
告
げ
を
告
げ
る
人
。「
卜
筮
」
と
は
亀
甲
や
筮
竹

な
ど
の
道
具
を
使
っ
た
占
い
。「
風
鑑
」「
相
形
」
と
は
人
相
を
見
る
こ
と
。「
拆
字
」

と
は
文
字
を
分
解
し
て
吉
凶
を
占
う
こ
と
。

69

『

苑
』
は
「
最
多
」
を
「
最
居
多
」
に
作
る
。

70

「
外
史
」
は
、『
周し
ゅ

礼ら
い

』
春
官
に
見
え
る
、
外
交
文
書
を
司
る
職
で
、
そ
の
職
掌
に

諸
国
の
記
録
管
理
が
含
ま
れ
る
。
参
賛
官
（
補
佐
官
）
で
あ
っ
た
黄
遵
憲
は
自
ら

の
職
務
を
「
外
史
」
の
職
と
重
ね
合
わ
せ
、
多
忙
な
公
使
に
代
わ
り
日
本
の
状
況

を
記
録
し
朝
廷
の
諮
問
に
答
え
る
こ
と
を
自
ら
の
使
命
と
考
え
た
。

71

韓
愈
（
七
六
八
〜
八
二
四
）。
字
は
退
之
。
中
唐
期
の
政
治
家
・
文
学
者
。「
昌
黎
」

は
、
そ
の
祖
先
の
本
貫
の
地
名
（
遼
寧
省
）。
儒
教
宣
揚
の
立
場
か
ら
道
教
・
仏
教

を
批
判
す
る
彼
の
思
想
は
そ
の
著
「
原
道
」（『
昌
黎
先
生
集
』
巻
十
一
）、「
論
仏

骨
表
」（
同
巻
三
十
九
）
等
に
見
え
る
。
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
正
月
、
憲
宗
が

仏
舎
利
を
宮
中
に
迎
え
入
れ
た
事
に
即
し
て
排
仏
を
説
い
た
上
表
文
が
「
論
仏
骨

表
」
で
、
仏
教
崇
拝
が
国
運
衰
退
を
招
く
と
い
う
政
治
的
影
響
、
ま
た
異
国
の
教

孰 科 孰 科

孰 科 孰 科 孰 科
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え
を
尊
崇
し
、
死
者
の
遺
骨
を
宮
中
に
迎
え
る
非
合
理
を
、
過
激
な
文
章
で
記
す
。

こ
れ
が
憲
宗
の
逆
鱗
に
触
れ
、
刑
部
侍
郎
の
地
位
に
あ
っ
た
韓
愈
は
潮
州
（
現
在

の
広
東
省
）
刺
史
に
貶
謫
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

72

函
谷
関
の
東
（
河
南
省
な
ど
）
と
西
（
陝
西
省
な
ど
）。

73

「
丹
霞
」
は
河
南
省
の
丹
霞
山
。「
然
」
は
唐
の
天て

ん

然ね
ん

（
七
三
九
〜
八
二
四
）、
諡

を
智
通
禅
師
と
称
す
。
馬
祖
道
一
、
さ
ら
に
石
頭
希
遷
に
随
従
す
る
。
馬
祖
か
ら

天
然
の
法
号
を
受
け
る
。
後
に
丹
霞
山
に
住
み
、
大
い
に
教
化
を
布
い
た
。

74

「
圭
峯
」
は
陝
西
省
こ

県
の
東
南
、
紫
閣
峯
の
東
に
あ
る
山
。「
密
」
は
唐
の
華
厳

五
祖
の
一
人
で
あ
る
宗
し
ゅ
う

密み
つ

（
七
八
〇
〜
八
四
一
）。
宗
密
は
「
原
人
論
」
で
儒
教
・

道
教
を
批
判
し
、
仏
教
の
中
に
二
教
を
組
み
入
れ
た
。
ま
た
教
禅
一
致
を
唱
え
た
。

圭
峯
に
葬
ら
れ
た
の
で
「
圭
峯
密
」
と
記
さ
れ
る
。

75

「
趙
州
」
は
現
在
の
河
北
省
。「

」
は
唐
の
禅
宗
の
僧
従
じ
ゅ
う
し
ん

（
七
七
八
〜
八
九

七
）、
諡
を
真
際
大
師
と
称
す
。
従

は
、
南
岳
普
願
の
弟
子
で
、
趙
州
の
観
音
院

に
住
し
、
百
二
十
歳
で
寂
滅
。

76

『
日
本
国
志
』
原
文
は
乾
隆
帝
の
諱
「
玄

」
を
避
け
て
「
臨
済
元
」
と
す
る
。

今
「
元
」
を
「
玄
」
に
改
め
る
。「
臨
済
」
は
鎮
州
（
現
在
の
河
北
省
）
に
あ
っ
た

臨
済
院
、「
玄
」
は
臨
済
宗
の
開
祖
で
あ
る
義
玄
（
？
〜
八
六
七
）。

77

長
江
の
南
側
（
江
西
省
・
湖
南
省
な
ど
）

78

「
百
丈
」
は
江
西
奉
新
県
の
西
に
あ
る
山
。「
海
」
は
百
丈
山
に
住
ん
だ
唐
の
禅
僧

懐え

海か
い

（
七
二
〇
〜
八
一
四
）。
懐
海
は
諡
を
大
智
禅
師
と
称
し
、「
百
ひ
ゃ
く

丈
じ
ょ
う

清し
ん

規ぎ

」
を

制
定
し
て
禅
院
の
諸
法
式
を
定
め
た
。
こ
の
清
規
に
よ
っ
て
禅
宗
は
独
立
し
た
生

活
規
則
を
確
立
し
、
天
下
の
禅
院
は
こ
れ
に
倣
っ
た
。

79

「

山
」
は
湖
南
省
寧
郷
県
の
西
方
の
山
。「
祐
」
は
懐
海
（
前
注
参
照
）
の
弟
子

で

山
に
住
ん
だ
禅
僧
霊れ
い

祐ゆ
う

（
七
七
一
〜
八
五
三
）。
霊
祐
と
弟
子
の
仰
山
慧
寂

（
八
〇
七
〜
八
八
三
）
は
、
唐
の
禅
宗
五
家
の
一
つ

仰
宗
を
立
て
た
。

80

「
薬
山
」
は
湖
南
省
常
徳
県
の
北
の
山
。「
儼
」
は
惟い

儼げ
ん

（
七
四
五
〜
八
二
八
）、

諡
を
弘
道
大
師
と
称
す
。
石
頭
希
遷
の
も
と
で
大
悟
し
、
そ
の
法
統
を
嗣
い
だ
。

希
遷
に
十
三
年
間
従
っ
た
後
、
薬
山
に
住
ん
だ
。

81

五
嶺
（
江
西
省
・
湖
南
省
と
そ
れ
以
南
と
を
分
け
る
山
脈
。
南
嶺
山
脈
）
の
南
側

（
広
東
省
・
広
西
壮
族
自
治
区
な
ど
）
の
地
域
。

82

「
霊
山
」
は
広
東
省
潮
陽
県
の
西
に
あ
る
山
。「
巓
」
は
石
頭
希
遷
の
法
統
を
嗣
い

だ
大だ
い

巓て
ん

。
唐
の
元
和
中
（
八
〇
六
〜
八
一
五
）
霊
山
の
開
善
寺
に
住
ん
だ
。

83

中
国
禅
宗
の
開
祖
、B

odhi

･dharm
a

。
伝
記
に
は
諸
説
あ
る
が
、
も
と
南
イ
ン
ド

の
王
子
で
、
南
朝
に
入
り
、
北
魏
の
洛
陽
で
教
化
し
、
六
世
紀
前
半
に
没
し
た
。

禅
の
実
践
を
重
ん
じ
、
仏
典
に
と
ら
わ
れ
な
い
不
立
文
字
を
唱
え
た
。

84

も
と
韓
愈
が
孟
子
を
称
え
た
言
葉
。
韓
愈
は
「
与
孟
尚
書
書
」（『
昌
黎
先
生
集
』

巻
十
八
）
の
中
で
、
孟
子
が
楊
朱
・
墨

ら
異
端
に
対
抗
し
て
よ
く
儒
家
の
教
え

を
守
っ
た
功
績
を
称
え
て
「
愈
嘗
推
尊
孟
氏
、
以
為
功
不
在
禹
下
者
、
為
此
也
」

と
述
べ
る
。
黄
遵
憲
が
、
孟
子
を
称
え
た
韓
愈
の
言
葉
を
韓
愈
自
身
に
用
い
る
の

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
教
を
排
撃
し
儒
教
を
称
揚
し
た
韓
愈
の
功
績
が
孟
子
同
様

に
偉
大
で
あ
る
こ
と
を
示
す
意
図
か
ら
で
あ
ろ
う
。

85

敬
（
一
七
五
七
〜
一
八
一
七
）。
字
は
子
居
、
号
は
簡
堂
。
陽
湖
（
現
在
の
江
蘇

省
常
州
）
の
人
。
同
県
の
張
恵
言
（
一
七
六
一
〜
一
八
〇
二
）
ら
と
交
わ
り
、
古

文
に
よ
っ
て
世
に
知
ら
れ
た
。
著
に
『
大
雲
山
房
文
稿
』（
四
部
叢
刊
初
編
所
収
）

が
あ
る
。「
昔
昌
黎
以
諫
迎
仏
骨
〜
人
人
有
公
闢
仏
之
説
拠
於
胸
中
」
は
、

敬
が

嘉
慶
二
十
年
（
一
八
一
五
）
に
撰
し
た
「
潮
州
韓
文
公
廟
碑
文
」（『
大
雲
山
房
文

稿
』
二
集
巻
四
所
収
）
を
一
部
表
現
を
改
め
て
摘
録
し
た
も
の
。「
所
謂
功
不
在
禹

下
者
此
也
」
と
い
う
記
述
は
「
潮
州
韓
文
公
廟
碑
文
」
に
見
え
な
い
が
、

敬
は

先
王
の
道
を
仏
教
か
ら
守
っ
た
韓
愈
の
功
績
を
孔
子
孟
子
と
同
質
と
称
え
て
い
る
。

そ
の
意
を
汲
ん
で
黄
遵
憲
は
、
も
と
韓
愈
が
孟
子
を
称
え
た
言
葉
「
功
不
在
禹
下

者
」
を
韓
愈
に
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
注
参
照
。

86

『
孟
子
』
告
子
篇
上
「
告
子
曰
、
食
色
、
性
也
」
に
よ
る
。
告
子
は
孟
子
と
同
時

期
の
思
想
家
。
孟
子
が
性
善
説
を
唱
え
た
の
に
対
し
、「
生
之
謂
性
」
な
ど
と
し
て

善
不
善
以
前
の
生
物
的
な
本
能
を
人
の
本
性
だ
と
し
た
。「
食
色
は
性
な
り
」
も
こ

の
よ
う
な
告
子
の
性
説
の
表
明
で
あ
る
。

87

煩
悩
は
、
心
身
を
苦
し
め
煩
わ
す
精
神
作
用
。
根
源
的
煩
悩
と
し
て
三
毒
（
三
垢
）

―
貪
（
む
さ
ぼ
り
）
・
瞋
（
い
か
り
）
・
痴
（
お
ろ
か
し
さ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
清
浄
は
、
煩
悩
の
け
が
れ
を
離
れ
て
清
ら
か
で
安
ら
か
な
こ
と
。

88

周
公
（
生
卒
年
未
詳
）、
名
は
旦
。
周
の
文
王
の
第
四
子
。
兄
武
王
の
周
王
朝
建
設

を
助
け
、
武
王
死
後
は
幼
い
成
王
を
補
佐
し
た
。
周
の
礼
楽
制
度
を
制
定
し
、
孔

子
に
理
想
の
聖
人
と
尊
崇
さ
れ
た
。

89

孔
子
（
前
五
五
二
〜
前
四
七
九
）、
名
は
丘
、
字
は
仲
尼
。
春
秋
時
代
末
期
の
思
想

慣 揮 慣 揮

慣 揮

翆 隻

僞 湲

僞 湲 僞 湲

樺 燎

稔 諫

稔 諫
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家
で
、
儒
家
の
祖
。
魯
（
山
東
省
）
に
生
ま
れ
、
周
公
の
礼
楽
制
度
を
理
想
と
し
、

仁
に
基
づ
く
徳
治
を
説
い
た
。『
論
語
』
は
そ
の
言
行
録
。

90

宋
は
趙
匡
胤
の
創
始
し
た
王
朝
（
九
六
〇
〜
一
二
七
九
）。
異
民
族
王
朝
で
あ
る
金

の
侵
入
に
よ
る
江
南
へ
の
遷
都
を
は
さ
ん
で
北
宋
・
南
宋
に
分
け
ら
れ
る
。
宋
代

に
は
文
治
主
義
に
よ
る
官
僚
制
度
が
整
備
さ
れ
た
が
、
官
僚
と
な
る
士
大
夫
に
相

応
し
い
人
間
形
成
が
要
請
さ
れ
、
新
た
な
儒
学
が
勃
興
し
た
。
そ
れ
を
総
称
し
て

宋
学
と
い
う
。
宋
学
に
お
い
て
も
排
仏
は
主
張
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
単
な
る

排
撃
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
そ
れ
を
取
り
入
れ
儒
教
教
学
の
深
化
、
哲
学
的
理
論

化
を
図
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

91

韓
愈
「
原
道
」
の
「
其
の
人
を
人
に
し
、
其
の
書
を
火
に
し
、
其
の
居
を
廬
に
し
、

先
王
の
道
を
明
ら
か
に
し
（
人
其
人
、
火
其
書
、
廬
其
居
、
明
先
王
之
道
）」
に
基

づ
く
。「
原
道
」
は
儒
教
宣
揚
の
立
場
か
ら
道
教
・
仏
教
を
批
判
し
た
論
文
。
こ
の

部
分
は
、
僧
侶
を
還
俗
さ
せ
、
仏
典
を
焼
き
、
寺
院
を
一
般
家
屋
に
し
て
、
儒
教

を
闡
明
す
る
の
意
。『
日
本
国
志
』
原
文
「
焚
其
廬
、
火
其
書
」
は
、「
原
道
」
の

表
現
と
異
な
る
。
黄
遵
憲
の
記
憶
に
よ
る
記
述
で
あ
る
た
め
か
。

92

『
旧
約
』
レ
ビ
記
、『
新
約
』
マ
タ
イ
・
マ
ル
コ
・
ル
カ
各
福
音
書
に
「
主
な
る
汝

の
神
を
愛
せ
よ
。
ま
た
己
の
如
く
汝
の
隣
を
愛
せ
よ
」
と
あ
る
。

93

明
朝
末
期
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
は
、
布
教
優
先
の
立
場
か
ら
、
中
国
伝
統
の

孔
子
崇
拝
や
祖
先
祭
祀
を
是
認
し
、
中
国
の
風
習
に
順
応
し
て
布
教
し
た
。
と
こ

ろ
が
遅
れ
て
布
教
を
始
め
た
ド
ミ
ニ
コ
会
や
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
、
イ
エ
ズ
ス
会

の
布
教
方
法
を
否
認
、
両
者
間
に
紛
争
と
な
っ
た
。
康
熙
四
十
三
年
（
一
七
〇
四
）、

ロ
ー
マ
教
皇
が
イ
エ
ズ
ス
会
を
異
端
と
判
定
し
た
こ
と
に
対
し
、
康
熙
帝
は
激
怒

し
て
ド
ミ
ニ
コ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
両
会
派
の
布
教
を
禁
止
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
布

教
の
み
を
許
し
た
。
雍
正
元
年
（
一
七
二
三
）
宮
中
の
陰
謀
に
関
係
し
た
宣
教
師

が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
は
全
面
禁
止
と
な
っ
た
。

94

現
代
語
訳
で
は
「
慈
善
活
動
の
範
囲
は
広
く
」
と
し
た
が
、
信
徒
に
よ
る
資
金
提

供
が
莫
大
で
あ
る
の
意
と
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
ろ
う
。

95

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
（
以
下
「

教
」）
を
指
す
。
前
七
世
紀
に
古
代
イ
ラ
ン
の
預
言

者
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
（
ザ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
）
の
始
め
た
宗
教
。
仏
教
に
対
し
て
は
、
輪

廻
説
、
偶
像
崇
拝
（
た
だ
し
仏
教
本
来
の
も
の
で
は
な
い
）、
出
家
主
義
、
禁
欲
主

義
を
批
判
し
た
。
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
（
前
五
五
〇
〜
前
三
三
〇
）
以
後
、
サ
サ
ン
朝

（
二
二
四
〜
六
五
一
）
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
、
イ
ラ
ン
人
の
精
神

生
活
を
支
配
し
た
。
イ
ラ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
化
以
後
は
、

教
徒
の
中
国
移
住
が
増

加
し
た
。
唐
の
長
安
の
西
市
周
辺
に
多
く
居
住
し
た
ペ
ル
シ
ア
人
は
主
と
し
て

教
徒
で
あ
っ
た
。
武
宗
の
仏
教
弾
圧
時
に

教
も
一
時
的
に
弾
圧
を
受
け
た
が
、

そ
の
後
は
回
復
さ
れ
、
五
代
、
宋
代
に
は
都
開
封
に
寺
院
を
持
ち
一
定
の
勢
力
を

有
し
た
。
し
か
し
、
西
夏
建
国
（
一
〇
三
八
）
で

教
の
本
拠
た
る
西
方
と
の
交

通
が
阻
害
さ
れ
、
ま
た
金
が
北
宋
を
滅
し
て
後
（
一
一
二
七
）、
金
人
に

教
が
軽

視
さ
れ
る
と
、
中
国
北
方
に
お
け
る

教
の
勢
力
は
衰
退
し
た
。
南
宋
で
は
南
洋

貿
易
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
ア
ラ
ビ
ア
人
が
優
勢
で
、
イ
ン
ド
に
逃
れ
た

教
徒

（
パ
ー
ル
シ
ー
族
）
と
の
交
流
は
少
な
く
、

教
は
自
然
に
消
滅
し
た
。
元
明
期
に

も

教
流
伝
の
記
録
は
無
く
、
ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
〇
）
前
後
に
よ
う
や
く
ボ

ン
ベ
イ
一
帯
の

教
徒
（
パ
ー
ル
シ
ー
族
）
が
広
州
と
上
海
に

教
寺
院
を
建
立

し
た
。

方
震
・
晏
可
佳
『

教
史
』（
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）

参
照
。
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サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
滅
ぼ
さ
れ
る
と
、
イ
ラ
ン
人
は
徐
々
に

イ
ス
ラ
ム
に
改
宗
し
た
が
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
（
以
下
「

教
」）
の
一
部
の
信
徒

は
九
三
六
年
に
イ
ン
ド
西
岸
に
移
住
し
た
。
こ
れ
が
パ
ー
ル
シ
ー
族
の
祖
先
で
あ

る
。
パ
ー
ル
シ
ー
族
は
西
欧
諸
国
の
東
洋
進
出
を
機
に
貿
易
に
携
わ
り
、
英
国
東

イ
ン
ド
会
社
が
ボ
ン
ベ
イ
を
貿
易
拠
点
と
し
た
十
七
世
紀
後
半
以
降
、
多
く
が
ボ

ン
ベ
イ
に
移
住
し
た
。
十
九
世
紀
中
葉
以
降
、
教
団
改
革
と
生
活
向
上
に
努
め
た

結
果
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
最
も
西
欧
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
統
計
で
は
一
八
八
一

年
当
時
（
黄
遵
憲
の
在
日
期
間
中
）、
イ
ン
ド
の
人
口
は
二
億
五
千
万
人
、
イ
ン
ド

居
住
の
パ
ー
ル
シ
ー
族
は
八
五
、
三
九
七
人
、
総
人
口
の
三
千
分
の
一
に
過
ぎ
な

い
が
、
ボ
ン
ベ
イ
居
住
の
パ
ー
ル
シ
ー
族
は
四
八
、
五
九
七
人
で
、
イ
ン
ド
の

パ
ー
ル
シ
ー
族
の
57
％
を
占
め
た
。『
日
本
国
志
』
は
「
印
度
の
人
口
の
半
分
を

教
徒
が
占
め
る
」
と
い
う
が
、
パ
ー
ル
シ
ー
族
の
規
模
と
合
わ
な
い
。
た
だ
、
黄

遵
憲
が
イ
ン
ド
の

教
徒
の
勢
力
を
過
大
視
し
た
可
能
性
は
次
の
点
か
ら
推
測
で

き
よ
う
。
①
ボ
ン
ベ
イ
居
住
の
パ
ー
ル
シ
ー
族
の
比
率
が
高
く
、
彼
ら
の
う
ち
貿

易
従
事
者
が
多
か
っ
た
。
②
中
国
の
主
要
な
貿
易
港
で
あ
っ
た
広
州
に
は

教
寺

院
（
一
八
五
〇
年
に
は
建
立
）
が
有
り
一
定
の
勢
力
を
も
っ
て
い
た
。
③
広
東
出

身
の
黄
遵
憲
は
広
州
滞
在
の
パ
ー
ル
シ
ー
族
の

教
信
仰
を
見
聞
す
る
機
会
が
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あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
注
95
参
照
。
或
い
は
単
に

教
と
イ
ス
ラ
ム
教
と
を
混
同

し
た
か
。

〔
現
代
語
訳
〕

思
う
に
、
日
本
に
お
い
て
は
も
と
も
と
神
道
が
最
も
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
最
澄
や
空
海
は
、「
日
本
の
何
が
し
の
神
は
な
ん
と
か
い
う
仏
菩
薩

の
化
身
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
、
仏
を
神
の
本
地
と
し
、
ま
た
神
を
仏
の
垂
迹

と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
わ
け
で
、
日
本
の
神
で
仏
で
な
い
も
の
は
無

い
。釈

迦
は
努
め
て
俗
事
の
わ
ず
ら
い
を
絶
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
は
主

張
す
る
、「
か
な
ら
ず
し
も
俗
世
間
を
離
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
し
、

出
家
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
妻
子
を
持
ち
、
臭
気
の
あ
る
野

菜
を
食
べ
酒
を
飲
ん
だ
と
し
て
も
、
心
さ
え
清
浄
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
が

す
な
わ
ち
、
仏
教
徒
な
の
だ
」
と
。
だ
か
ら
、
日
本
の
民
は
半
ば
僧
で
あ
る
と

い
え
る
の
だ
。

源
空
（
法
然
）
の
浄
土
宗
は
、
専
ら
弥
陀
の
名
号
を
唱
え
る
こ
と
を
そ
の
実

践
と
し
て
い
た
。
日
蓮
の
法
華
宗
は
専
ら
法
華
経
の
題
目
を
唱
え
る
こ
と
を
そ

の
根
本
と
し
て
い
た
。
彼
ら
が
口
を
揃
え
て
言
う
事
は
、「
口
に
念
仏
（
唱
題
）

を
唱
え
れ
ば
、
心
で
仏
を
信
奉
す
る
こ
と
に
な
る
。
心
で
仏
を
信
奉
す
れ
ば
、

仏
は
必
ず
そ
の
法
力
を
以
っ
て
常
に
見
守
り
、
庇か

ば

い
護ま
も

っ
て
下
さ
る
の
だ
」
と
。

そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
通
俗
的
で
分
か
り
や
す
く
、
行
う
こ
と
は
容
易
で
あ
る

か
ら
、
信
じ
て
従
う
も
の
が
、
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
国
は

仏
の
国
と
成
っ
た
の
で
あ
る
。

王
侯
貴
族
の
仏
へ
の
帰
依
は
、
今
は
触
れ
ず
に
お
く
と
し
て
、
僧
侶
で
官
職

に
つ
い
て
い
る
も
の
は
そ
の
制
度
に
の
っ
と
っ
て
そ
の
職
務
に
従
事
し
、
民
間

の
愚
鈍
な
僧
や
破
戒
僧
や
暖
衣
飽
食
を
貪
り
と
る
者
た
ち
は
、
都
市
の
中
で
は
、

ど
う
か
す
る
と
一
万
数
千
に
も
及
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
お

そ
ら
く
中
世
以
降
に
度
牒
の
制
度
が
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

【
割
注
】
度
牒
の
制
度
は
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
始
ま
る
。
律
令
で
は

こ
れ
を
度
縁
と
い
う
。
こ
の
制
度
が
廃
れ
た
の
は
、
何
時
の
頃
か
ら
か
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
現
在
、
京
都
の
東
福
寺
に
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）

の
度
牒
が
残
っ
て
お
り
、
駿
河
の
久
能
山
に
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
の

度
牒
が
残
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
訳
で
、
心
卑
し
く
愚
か
な
民
は
た
い
そ
う
欲
深
い
の
で
、
地
獄
道
、

餓
鬼
道
、
畜
生
道
と
い
っ
た
悪
道
に
落
ち
る
よ
う
な
欲
深
い
貪
り
に
明
け
暮
れ

た
り
、
父
、
母
、
同
胞
、
国
の
四
恩
を
軽
視
し
て
捨
て
去
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、

厚
か
ま
し
く
も
仏
教
徒
と
称
す
る
者
も
珍
し
く
な
い
の
だ
。
彼
ら
は
、「
仏
教

徒
の
粕
で
あ
り
、
仏
教
を
食
い
潰
す
鼠
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
戒

律
に
お
い
て
許
さ
れ
ざ
る
者
で
あ
り
、
国
の
法
律
に
お
い
て
も
捨
て
て
省
み
ら

れ
な
い
者
」
で
あ
る
。

禅
宗
の
支
流
に
虚
無
僧
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
い
る
。
彼
ら
は
普
化
を
宗
祖
と

し
て
い
る
。

【
割
注
】『
五
灯
会
元
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
鎮
州
の
普
化
和
尚
は

ど
こ
の
出
身
の
人
か
分
か
ら
な
い
。
盤
山
（
唐
僧
盤
山
宝
積
）
に
師
事
し

て
、
親
し
く
奥
義
を
授
か
っ
た
が
、
狂
人
の
振
り
を
し
て
、
言
う
こ
と
は

取
り
留
め
が
な
か
っ
た
。
盤
山
が
亡
く
な
る
と
、
華
北
に
行
っ
て
修
行
や

教
化
を
行
っ
た
。
あ
る
と
き
は
市
街
に
お
い
て
、
あ
る
と
き
は
墓
地
に
お

い
て
、
鐸
鈴
を
ふ
っ
て
言
う
『（
相
手
が
）
明
頭
（
差
別
）
で
来
れ
ば
明

頭
で
応
対
し
、
暗
頭
（
平
等
）
で
来
れ
ば
暗
頭
で
応
対
し
、
ま
ざ
ま
な
境

涯
で
来
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
境
涯
に
も
つ
む
じ
風
の
よ
う
に
素
早
く
自
由

に
応
対
し
、
無
形
・
無
相
の
境
涯
で
来
れ
ば
、
続
け
ざ
ま
の
総
否
定
（
有

無
相
対
を
超
越
し
た
境
地
）
で
応
対
す
る
。』
と
。

唐
の
咸
通
（
咸
通
元
年
は
八
六
〇
年
）
の
初
め
こ
ろ
、〔
普
化
は
〕
い
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よ
い
よ
死
期
が
迫
る
の
を
覚
っ
た
。
そ
こ
で
街
中
に
入
っ
て
人
に
言
う
こ

と
に
は
、『
私
に
一
着
の
直

（
僧
衣
）
を
下
さ
い
。』
と
。
あ
る
人
は

袷
あ
わ
せ
の
上
着
を
与
え
、
あ
る
人
は
、
革
衣
を
与
え
た
が
、
ど
れ
も
受
け
取

ら
な
か
っ
た
。
臨
済
が
人
を
遣
わ
し
て
棺
を
与
え
る
と
、
す
ぐ
に
、
こ
れ

を
貰
い
受
け
、
人
々
に
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
、
自
ら
棺
を
担
い
で
、
北
門

の
外
に
出
て
、
鐸
鈴
を
振
り
つ
つ
棺
に
入
っ
て
亡
く
な
っ
た
。
街
の
人
々

が
棺
を
開
い
て
見
る
と
、
す
で
に
そ
の
姿
は
な
か
っ
た
。
空
中
に
、
鐸
鈴

の
音ね

が
し
て
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
と
遠
ざ
か
っ
て
い
く
の
が
た
だ
聞
こ
え

る
だ
け
で
あ
っ
た
」
と
。

僧
衣
を
身
に
着
け
ず
、
首
に
袈
裟
や
頭
陀
袋
を
掛
け
、
深
い
庇
の
藺い

笠が
さ

を
か
ぶ

り
、
尺
八
を
吹
き
、
市
中
に
入
り
〔
門
付
け
を
し
て
〕
施
し
を
受
け
る
。
そ
の

仲
間
は
頗
る
粗
野
で
あ
る
。
関
西
で
は
京
都
の
妙
安
寺
に
所
属
し
、
関
東
で
は

江
戸
の
一
月
寺
に
所
属
を
す
る
。
然
し
経
文
を
誦
せ
ず
、
戒
法
に
従
わ
ず
、
剃

髪
を
し
な
い
。
従
っ
て
無
頼
の
輩
は
多
く
こ
の
教
団
に
所
属
す
る
。

仏
教
寺
院
に
し
て
京
都
に
あ
る
も
の
は
五
三
九
区
、
そ
れ
ら
が
全
国
の
寺
院

を
統
括
し
て
い
る
。
禅
宗
は
一
九
、
三
〇
八
ヶ
寺
、
真
言
密
教
は
一
一
、
一
〇

〇
ヶ
寺
、
時
宗
は
六
七
、
一
〇
〇
ヶ
寺
、
浄
土
宗
は
一
四
二
、
〇
〇
〇
ヶ
寺
、

融
通
念
仏
宗
は
一
、
五
〇
〇
ヶ
寺
。
浄
土
真
宗
の
内
、
西
本
願
寺
門
徒
は
四
五
、

〇
〇
〇
ヶ
寺
、
東
本
願
寺
門
徒
は
八
八
、
三
九
四
ヶ
寺
、
高
田
専
修
寺
門
徒
は

七
、
五
二
〇
ヶ
寺
、
日
蓮
宗
は
八
三
、
〇
二
〇
ヶ
寺
、
合
計
四
六
四
、
九
四

二
ヶ
寺
で
あ
る
。
仏
教
国
と
言
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

【
割
注
】
こ
の
寺
の
数
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
徳
川
斉
昭
の

奉
っ
た
『
防
海
疏
』
に
拠
る
。
明
治
維
新
以
降
は
、
頗
る
減
少
し
て
い
る
。

考
え
る
に
、
北
魏
に
は
一
三
、
〇
〇
〇
ヶ
寺
。
唐
の
武
宗
即
位
し
て
、
仏

教
を
廃
し
、
大
寺
を
破
壊
し
た
も
の
四
、
六
〇
〇
ヶ
寺
、
中
小
の
寺
は
四

〇
、
〇
〇
〇
ヶ
寺
。
そ
う
し
て
、
宋
の
景
徳
年
中
（
一
〇
〇
四
〜
一
〇
〇

七
）、
全
国
に
二
五
、
〇
〇
〇
ヶ
寺
、
元
祐
年
間
（
一
〇
八
六
〜
一
〇
九

四
）
に
は
三
九
、
〇
〇
〇
ヶ
寺
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
孔
平
仲
の
著
書

『
談
苑
』
に
見
え
る
。
元
の
至
元
二
十
八
年
（
一
二
九
一
）
に
は
天
下
の

寺
院
は
四
二
、
三
一
八
区
あ
っ
た
と
、『
続
文
献
通
考
』
に
見
え
る
。
し

か
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
、
日
本
の
十
分
の
一
に
も
及
ば
な
い
で
は

な
い
か
。

僧
徒
の
盛
時
に
は
、
上
は
公
侯
よ
り
下
は
庶
民
に
至
る
ま
で
、
寺
院
を
建
て

な
け
れ
ば
人
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
堂
宇
の
高
い
こ
と
、
仏
像
の
大
き

く
立
派
な
こ
と
、
工
芸
の
巧
み
な
こ
と
、
装
飾
品
の
佳
麗
な
こ
と
、
人
間
業
と

は
お
も
え
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
七
道
諸
国
に
命
令
を
下
し
て
、
寺
院

を
建
立
さ
せ
る
費
用
に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
地
方
の
正
税
を
も
っ
て
充
て
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
国
の
歳
出
の
半
分
が
費
や
さ
れ
た
。
一
ヶ
寺
で
得
度
す
る
者
は

年
に
三
、
四
百
人
。
僧
尼
の
数
は
国
民
の
半
ば
を
超
え
た
。〔
そ
の
僧
の
〕
多

く
は
家
に
妻
子
を
持
ち
、
生
臭
も
の
を
食
ら
っ
た
。
甚
だ
し
き
場
合
は
、
群
衆

を
な
し
て
盗
み
を
は
た
ら
き
、
密
か
に
銭
貨
を
偽
造
し
、
徒
党
を
組
ん
で
相
い

交
戦
し
、
関
白
の
邸
を
侵
し
、
太
政
大
臣
の
邸
に
押
し
入
っ
て
、
財
物
や
荘
園

を
奪
い
、
そ
の
上
、
徒
党
を
組
ん
で
天
皇
の
御
陵
を
暴
き
、
宮
殿
に
侵
入
し
て

神
輿
を
か
す
め
取
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
後
宇
多
天
皇
の
御
代
に
は
、〔
皇
宮
に
〕

押
し
入
っ
て
小
門
を
壊
し
、
御
簾
を
切
り
、
行
事
障
子
を
破
り
〔
と
い
っ
た
狼

藉
を
は
た
ら
き
〕、
天
皇
が
腰
輿
に
御
し
て
内
大
臣
の
私
邸
に
逃
げ
隠
れ
ら
れ

る
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
。〔
僧
徒
の
〕
暴
挙
を
行
い
、
ほ
し
い
ま
ま
に
振
る

舞
う
こ
と
は
、
天
下
に
未
だ
か
つ
て
な
い
有
り
様
で
あ
っ
た
。
維
新
の
後
に
な

る
と
、
仏
教
の
勢
力
も
や
や
衰
え
、
僧
徒
の
財
産
も
多
く
は
官
に
没
収
さ
れ
た
。

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
法
令
に
よ
っ
て
、
僧
徒
は
等
し
く
肉
食
妻
帯
が
許

さ
れ
た
。

山
伏
と
は
、
思
う
に
真
言
宗
か
ら
分
か
れ
た
も
の
で
、
在
家
の
奉
仏
者
で
あ

る
。
そ
の
始
祖
は
役
小
角
で
、
大
和
国
葛
城
郡
茆
原
の
出
身
で
あ
る
。
役
行
者

と
も
役
優
婆
塞
と
も
称
す
る
。

襦 畷
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【
割
注
】『
翻
訳
名
義
集
』
に
は
、
肇
は
「
信
士
男
を
意
味
す
る
。」
と
し
、

浄
名
疏
は
「
清
浄
士
と
も
善
宿
男
と
も
い
う
。
在
家
で
あ
り
な
が
ら
五
戒

を
守
り
、
男
女
が
同
宿
し
な
い
。
そ
れ
故
に
善
宿
と
い
う
。」
と
す
る
、

と
あ
る
。

三
十
才
頃
に
葛
城
山
に
入
っ
た
。
三
十
年
の
間
、
岩
穴
に
住
み
、
植
物
の
つ
る

で
衣
服
を
作
り
、
木
の
実
を
食
事
と
し
、
禁
呪
を
身
に
つ
け
て
鬼
神
を
召
し
使

う
よ
う
に
な
っ
た
。（
日
本
）
国
中
の
名
山
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
足
を
踏
み

入
れ
た
。（
と
こ
ろ
が
）
か
つ
て
弟
子
だ
っ
た
外
従
五
位
下
の
位
階
を
持
つ
韓

国
連
広
足
が
、
小
角
の
才
能
を
嫌
い
、
罪
を
偽
っ
て
彼
を
訴
え
た
。
朝
廷
は
官

吏
を
派
遣
し
て
捕
ら
え
よ
う
と
し
た
が
、
小
角
は
空
に
舞
い
上
が
っ
て
立
ち

去
っ
た
。
そ
こ
で
（
朝
廷
は
）
小
角
の
母
を
捕
ら
え
た
。
小
角
は
や
む
を
え
ず

囚
に
就
き
、
伊
豆
の
島
に
配
流
さ
れ
た
。

【
割
注
】『
続
日
本
紀
』
で
は
文
武
三
年
（
六
九
九
）
五
月
の
こ
と
と
す

る
。

三
年
後
に
釈
放
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
母
と
と
も
に
海
の
彼
方
に
去
っ
た
と
い

う
。【

割
注
】『
元
亨
釈
書
』
や
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
に
記
事
が
見
え
る
。

今
、
各
地
の
山
岳
修
行
の
場
で
小
角
を
祭
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
金
峯
山
が

最
も
盛
ん
で
あ
る
。
そ
の
教
え
を
奉
じ
る
者
は
山
伏
と
も
修
験
と
も
呼
ば
れ
る
。

一
寸
ば
か
り
の
小
さ
な
冠
を
額
の
上
に
か
ぶ
り
、

【
割
注
】
俗
に
こ
れ
を
斗
巾
と
呼
ぶ
。

髪
を
伸
ば
し
た
ま
ま
で
戒
刀
を
腰
に
つ
け
、
鐸
を
振
っ
て
法
螺
貝
を
鳴
ら
す
。

春
秋
ご
と
に
金
峯
山
に
入
っ
て
修
行
し
、
戒
律
が
極
め
て
厳
し
い
。
そ
の
教
え

は
真
言
宗
を
基
本
と
す
る
が
、
道
教
の
言
説
も
含
ん
で
い
る
。
俗
に
い
う
解
魔

法
師
の
類
で
あ
る
。
僧
侶
と
同
じ
よ
う
な
組
織
を
持
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
山

伏
は
聖
護
院
・
三
宝
院
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て
い
る
。
ま
た
次
の
よ
う
な
連
中

も
い
る
。
市
の
道
端
に
店
を
設
け
、
巫
覡
・
卜
筮
・
風
鑑
・
相
形
・
拆
字
な
ど

の
術
を
も
っ
て
厄
災
や
魔
物
を
祓
う
と
称
し
、
財
貨
を
か
す
め
取
る
よ
う
な
者

で
、
大
き
な
町
に
と
り
わ
け
多
い
。

外
史
氏
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
昔
、
韓
愈
は
〔
憲
宗
皇
帝
が
宮
中
に
〕

仏
舎
利
を
迎
え
入
れ
た
の
を
諫
め
た
廉
で
潮
州
に
左
遷
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
、

函
谷
関
の
東
と
西
に
は
丹た

ん

霞か

天て
ん

然ね
ん

・
圭け
い

峯ほ
う

宗
し
ゅ
う

密み
つ

が
お
り
、
黄
河
の
北
に
は
趙
じ
ょ
う

州
し
ゅ
う

従
じ
ゅ
う
し
ん

・
臨り
ん

済ざ
い

義ぎ

玄げ
ん

が
お
り
、
長
江
の
南
に
は
百
ひ
ゃ
く

丈
じ
ょ
う

懐え

海か
い

・
い

山さ
ん

霊れ
い

祐ゆ
う

・

薬や
く

山さ
ん

惟い

儼げ
ん

が
お
り
、
南
嶺
山
脈
の
南
に
は
霊れ
い

山さ
ん

大だ
い

巓て
ん

が
い
た
。
彼
ら
の
師
や
友

人
は
ほ
ぼ
中
国
全
土
に
広
が
り
、
み
な
世
に
優
れ
た
才
知
と
修
養
で
得
た
抜
き

ん
出
た
能
力
と
に
よ
っ
て
後
進
を
導
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
菩ぼ

提だ
い

達だ
る

摩ま

が
伝
え
た

教
え
に
呼
応
〔
し
て
教
え
を
継
承
〕
し
た
の
で
あ
る
。
韓
愈
が
仏
教
を
排
斥
し

た
の
は
、
仏
教
の
極
め
て
盛
ん
な
時
だ
っ
た
か
ら
、〔
排
仏
は
〕
非
常
に
困
難

だ
っ
た
。
し
か
し
、
韓
愈
が
仏
教
を
排
斥
し
て
か
ら
は
、
彼
の
排
仏
論
が
人
々

の
胸
中
に
根
付
い
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
そ
の
功
績
は
〔
古
代
の
聖
王
で

あ
る
〕
禹
と
並
び
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
以
上

の
説
は
、
私
が
陽
湖
の
う
ん

敬け
い

か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。

私
が
考
え
る
に
、
日
本
の
僧
侶
は
、
そ
の
う
ち
各
宗
派
を
開
基
し
た
者
は
と

り
わ
け
優
れ
た
人
物
が
多
い
。
日
本
は
神
道
に
拠
っ
て
建
国
し
た
か
ら
、
神
道

を
排
斥
し
て
仏
法
を
布
教
す
る
こ
と
は
実
行
不
可
能
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
最
澄
や
空
海
は
、
仏
を
神
道
の
中
に
推
し
入
れ
、
神
を
仏
教
の
中
か
ら
引

き
出
し
て
〔
神
仏
を
習
合
し
〕、
仏
を
体
（
本
地
）、
神
を
そ
の
用
（
垂
迹
）
と

し
て
〔
本
地
垂
迹
説
を
説
き
〕、
体
と
用
と
を
一
つ
の
本
源
に
由
来
さ
せ
た
。

こ
の
説
が
一
た
び
広
ま
る
と
、
神
仏
を
混
淆
さ
せ
、
国
中
の
神
は
仏
で
な
い
も

の
は
な
く
な
っ
た
。

「
食
欲
と
色
欲
と
は
本
能
で
あ
る
」（『
孟
子
』）。
人
の
本
能
を
除
き
去
る
こ

と
も
実
情
と
し
て
実
行
し
が
た
い
。
そ
こ
で
、
親
鸞
は
、
俗
世
間
を
離
れ
ず
家

を
棄
て
ず
、
妻
子
を
養
い
、
ネ
ギ
・
ニ
ラ
な
ど
臭
い
野
菜
や
酒
を
飲
食
し
、

「
煩
悩
と
は
骸
、
清
浄
と
は
心
で
あ
る
。
仏
法
を
学
ぶ
と
は
心
の
有
り
様
次
第

慣 揮

僞 湲

稔 諫

『日本国志』礼俗志「仏教」訳注（下）

二
七

四天王寺国際仏教大学 図書館
http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/toshokan/

四天王寺国際仏教大学 図書館
http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/toshokan/

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/toshokan/
http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/toshokan/


で
あ
り
、
目
に
見
え
る
形
に
は
関
係
な
い
」
と
言
っ
た
。
こ
の
説
が
一
た
び
広

ま
る
と
、
僧
侶
と
俗
人
と
の
区
別
が
無
く
な
り
、
国
中
の
民
に
僧
侶
で
な
い
も

の
は
い
な
く
な
っ
た
。

さ
て
、
源
空
（
法
然
）
の
浄
土
宗
や
日
蓮
の
法
華
宗
は
、
た
だ
口
に
仏
の
名

号
〔
あ
る
い
は
題
目
〕
を
唱
え
さ
え
す
れ
ば
、
仏
教
徒
と
み
な
す
。〔
仏
教
は

こ
の
よ
う
に
し
て
〕
通
俗
に
な
る
に
つ
れ
て
益
々
手
軽
に
、
浅
く
な
る
に
つ
れ

て
益
々
身
近
に
、
修
行
し
や
す
く
な
る
に
つ
れ
て
益
々
人
を
仏
教
に
耽
溺
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
と
聖
人
の
道
（
儒
教
）
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
は
、

周
公
・
孔
子
が
〔
仏
教
流
布
の
〕
前
に
聖
人
の
道
を
宣
揚
す
る
よ
う
な
こ
と
が

な
か
っ
た
う
え
に
、
加
え
て
韓
愈
が
後
に
仏
教
を
排
斥
す
る
よ
う
な
こ
と
も
な

か
っ
た
。〔
だ
か
ら
〕
例
の
僧
侶
た
ち
は
自
説
を
鼓
吹
し
て
民
衆
を
煽
動
し
た
。

彼
ら
が
日
本
を
仏
教
国
に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
も
当
然
で
あ
る
。

宋
人
の
排
仏
〔
の
論
説
〕
は
精
密
、
そ
れ
に
対
し
韓
愈
の
そ
れ
は
粗
雑
で
あ

る
。
し
か
る
に
僧
侶
た
ち
が
宋
人
を
怖
れ
ず
に
韓
愈
を
恨
ん
だ
の
は
、
韓
愈
の

「
僧
侶
の
庵
を
焼
き
、
仏
典
を
焼
け
」
と
い
う
説
が
広
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏

教
が
自
然
に
絶
え
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
国
人
の
仏
教
教
理
の
説
明
は
精

密
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
人
の
そ
れ
は
粗
雑
で
あ
る
。
し
か
る
に
中
国
仏
教
が

日
本
仏
教
の
隆
盛
に
及
ば
な
い
の
は
、〔
日
本
で
は
〕
親
鸞
の
「
俗
世
間
を
離

れ
ず
、
家
を
棄
て
ず
」
と
い
う
説
が
広
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
が
勝
手
気
ま

ま
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
極
楽
地
獄
の
説
、
因
果
応
報
の
論
に
は
、
愚
か
者
は
容
易
に
惑
わ
さ

れ
る
も
の
だ
。
世
の
中
に
は
愚
か
者
が
多
く
優
れ
た
士
大
夫
（
知
識
人
）
は
少

な
い
。
愚
か
者
の
尊
信
す
る
と
こ
ろ
を
知
り
、
彼
ら
の
心
向
き
に
応
じ
て
導
き
、

彼
ら
の
性
質
心
情
に
逆
ら
わ
ず
に
手
引
き
し
、
彼
ら
の
利
益
に
合
わ
せ
て
説
く
、

こ
う
し
て
自
説
（
日
本
仏
教
の
宗
旨
）
は
自
然
と
広
ま
ら
な
い
わ
け
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。〔
上
記
の
〕
数
人
の
僧
侶
は
宗
派
こ
そ
異
な
る
が
、
日
本
の
風

俗
に
基
づ
き
人
情
に
順
応
し
て
布
教
し
た
点
で
は
み
な
同
じ
で
あ
る
。
聡
明
且

つ
狡
猾
な
者
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
近
、
キ
リ
ス
ト
教
が
隆
盛
で
五
大
陸
に
勢
力
を
広
げ
て
い
る
。
そ
の
教
え

の
説
く
「
他
人
を
遇
す
る
こ
と
、
己
に
対
す
る
よ
う
に
せ
よ
」
は
、
我
が
儒
教

に
お
い
て
は
〔
儒
教
の
〕
教
理
に
近
似
し
て
い
る
だ
け
に
い
っ
そ
う
真
理
を
乱

す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
教
え
が
中
国
に
広
ま
り
、
智
慧
を
尽
く
し
力

を
尽
く
し
な
が
ら
も
、
僅
か
に
愚
か
者
を
誘
い
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で

士
大
夫
を
惑
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
思
う
に
、
そ
の
教
え
（
キ
リ
ス

ト
教
）
は
祖
先
と
天
神
地
祇
と
の
祭
祀
を
絶
対
禁
止
と
し
て
い
な
が
ら
、
中
国

に
は
聖
明
な
る
帝
王
が
四
千
余
年
に
わ
た
っ
て
代
々
受
け
継
い
で
き
た
祭
礼
が

あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
突
然
に
中
国
の
伝
統
を
廃
止
し
キ
リ
ス
ト
教
に
従
わ
せ
よ

う
と
思
っ
て
も
、
趨
勢
と
し
て
絶
対
に
実
行
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

あ
あ
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の
国
勢
は
強
く
、
信
徒
は
多
く
、
寺
院
は
荘
厳
、
慈
善

活
動
の
範
囲
は
広
く
、
そ
の
経
済
的
お
よ
び
人
的
な
力
は
極
限
が
な
い
と
言
え

る
。
た
だ
わ
が
国
の
祖
先
と
天
神
地
祇
と
を
祭
祀
す
る
習
俗
が
あ
っ
た
お
か
げ

で
、
互
い
に
拮
抗
し
て
流
布
す
る
の
を
阻
止
で
き
た
の
だ
。
思
う
に
、
な
ん
と

幸
運
で
は
な
い
か
。
も
し
キ
リ
ス
ト
教
に
最
澄
・
空
海
・
親
鸞
が
い
た
な
ら
、

彼
ら
は
我
が
国
の
風
俗
に
従
っ
て
布
教
し
、〔
そ
の
結
果
〕
ど
の
よ
う
な
状
態

に
至
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

仏
教
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
（
原
文
「

教
」）
を
攻
撃
し
て
怪
し
い
教
え

（
魔
）
と
し
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
も
仏
教
を
卑
し
い
教
え
（
陋
）
と
し
た
。
お

よ
そ
仏
教
の
偶
像
崇
拝
や
神
通
力
の
誇
示
、
延
い
て
は
殺
生
戒
や
出
家
に
至
る

ま
で
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
互
い
に
拒
絶
し
反
発
し
あ
わ
ぬ
も
の
は
な
い
。
だ

が
現
在
の
イ
ン
ド
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
信
仰
す
る
者
が
十
分
の
五
を
占
め
て

い
る
。
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
一
宗
教
が
、
仏
教
国
に
流
布
し
仏
教
国
の

風
俗
を
変
え
、〔
そ
の
国
を
〕
奪
っ
て
我
が
物
と
し
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
こ
と

は
意
外
に
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。
こ
の
こ
と
に
思
い
及
べ
ば
、
危
惧
せ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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